
市営交通 中期経営計画2023-2026の
令和６年度振り返りについて

下水道河川・水道・交通委員会

令 和 ７ 年 ９ 月 1 7 日
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(1) 乗車人員の確保

2

指 標
計画策定時

（令和４年度末）
令和６年度
進捗状況

進捗率
令和８年度

目標値

バス事業の１日あたりの乗車人員
（コロナ禍前の平成30年度：34万人）

31万人
(307,614人)

314,891人 97.5％
32万人

（平成30年度比94％）

地下鉄事業の１日あたりの乗車人員
（コロナ禍前の平成30年度：67万人）

58万人
(581,661人)

625,292人 99.3％
63万人

（平成30年度比94％）

バス事業
○みなとぶらりチケットのエリア拡大などのリニュー
アルを行うとともに、各種イベントと連携した特別
デザインのチケットを販売。

○令和６年11月より、ベイサイドブルーで二次元コー
ド決済による運賃収受の実証実験を開始。

地下鉄事業
○令和４年度から取り組んできたグリーンライン６両化事

業が完了（17編成中、10編成の６両化）。
○令和６年12月より、市営地下鉄全線でクレジットカード

等によるタッチ決済の実証実験を開始。令和７年３月か
らはタッチ決済で乗車した場合、どれだけ乗っても運賃
が１日最大740円になるサービスを導入。

交通事業者として将来にわたって市民生活を支え、その役割を果たしていくために、
本計画では計画期間中における経営目標を定めています。

１ 経営目標の達成状況



(2) 企業努力による収支改善
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増
収
に
関
す
る
主
な
取
組

貸切バスの増収 ・営業努力による新規受注に伴う貸切バスの収入増。

店舗等の設置推進
・地下鉄全駅にモバイルバッテリースタンドの設置や、駅構内一時貸スペースの予約サイトを導入。
・新規出店による収入増。

市営バス・部品販売 ・市営バスで実際に使用されていた部品・備品をイベントやインターネット通販サイトなどを通じて販売。

経
費
削
減
に
関
す
る
主
な
取
組

交通系ＩＣカードチャー
ジ機への置換

・利用実績などを踏まえて、自動精算機をICチャージ機への置換を行い、機器の導入コストを抑制。

中山駅前バス定期発売所
の廃止

・定期券の取扱件数が減少しているなどの状況を鑑みて、経営資源の適正化の観点から、中山駅前（北口）のバス定期券発売
所を廃止。

地下鉄照明のLED化 ・照明のLED化工事により電力量を636,286kWh削減し、電気料金を抑制。

指 標
計画策定時

（令和４年度末）
令和６年度
進捗状況

進捗率
令和８年度

目標値

バス事業の企業努力による収支改善額 ― ２億円 135.8％ 1.5億円
（経費削減1.1億円、増収0.4億円を想定）

地下鉄事業の企業努力による収支改善額 ― 4.5億円 52.0％ 8.7億円
（経費削減7.8億円、増収0.9億円を想定）

１ 経営目標の達成状況
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指 標
計画策定時

（令和４年度末）
令和６年度
進捗状況

進捗率
令和８年度

目標値

バス事業のCO₂排出削減率
（「横浜市地球温暖化対策実行計画（市役所編）」
における2030年度削減目標：2013年度比▲5％）

― 集計中 － ▲5％
（2030年度の目標を前倒しで達成）

地下鉄事業のCO₂排出削減率
（「横浜市地球温暖化対策実行計画（市役所編）」に

おける2030年度削減目標：2013年度比▲20％）
― 集計中 ― ▲12％

（2030年度の目標に対して60％進捗）

(3) カーボンニュートラルに向けた取組

バス事業
○あかいくつ２両を新型ハイブリッド（ＨＶ）バスに更新
○燃料電池（ＦＣ）バスを引き続き３両体制で運行。

地下鉄事業
○駅照明やトンネル照明、基地等照明等のLED化。
○グリーンラインにおいて、資源循環局のごみ焼却工場で

生み出された「環境価値（非化石証書）」を活用し、実
質CO₂排出ゼロの電力で運行（令和５年度～）。

CO₂排出削減率については集計中ですが、令和６年度のエネルギー消費量（速報値）は、基準年度の2013年度比で、バス事業
では▲19.5％、地下鉄事業では▲12.9％となっています。

１ 経営目標の達成状況
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【令和６年度の主な取組】
計画上の取組名 取組内容

【安全の確保】
地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供

リアルタイム監視機能を有する防犯カメラを、ブルーライン3000S形車両６編成
に設置完了。令和７年度以降、既存車両（21編成）に設置拡大予定。

【市民の足を守る】
バスネットワークの最適化

バス乗務員不足に対応するため、お客様のご利用状況に応じて減便を実施。
令和６年10月に一部路線を民営バス事業者へ移譲（136系統）。

【公営交通の責務】
グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献
（グリーンラインの子育て世代への支援）

グリーンラインの６両化事業完了に伴い、車いす・ベビーカー優先スペースの
増設が完了（68か所→108か所）。

【財務基盤の強化】
乗車券制度の検討

割引施策等の見直しとして、市営バス・地下鉄連絡定期券を令和６年度末で廃
止。令和７年４月から精神障害者割引を導入。

【人財育成の推進】
市営交通を支える人財の確保に関する取組

バス乗務員不足等に対応するため、優秀な人財の新規採用や既存職員の離職防
止を図ることを目的に、「人財確保大作戦」として、全職種で選考方法の見直
しや待遇の改善を実施。

本計画では、計画期間中に実施する個別の取組を定めています。着実に取組を進め
ていくことで、持続可能な経営基盤の確立を目指してまいります。

２ 個別の取組の達成状況



３ 横浜市営交通経営審議会委員からの主な意見
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令和７年８月７日（木）に第８回経営審議会を開催し、中期経営計画 2023-2026の
進捗状況等について、様々なご意見をいただきました。

○ハイブリッドバスの調達が困難となっている今、脱炭素を進めるには他都市でも導入が進んでいる
電気バスも検討すべき。他方で、電気バスは充電に時間がかかり、車両も高額になるなど、課題もある。

○地下鉄駅のトイレについては、バリアフリー化も大事であるが、防犯面でも対策を検討してほしい。

○バス乗務員の確保については、今後を見据え、養成枠の採用をさらに増やしていかなければならな
いのではないか。

○地下鉄は乗車人員も想定以上に伸びていて、施設のメンテナンスなども着々と進んでおり、順調。
バス事業は車両更新の遅れや期中の人材不足などによって、苦労しているように見受けられる。

○中期経営計画の収支見通しと実績に差異が生じてきている。収支見通しを見直したうえで、改めて
当審議会において説明していただきたい。



【参考】「市営交通 中期経営計画 2023-2026」個別取組一覧
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１　安全の確保

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）安全対策の強化

①

・安全重点施策に基づく取組、
　安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレ
　ビューの実施継続

・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続

車内防犯カメラの導入
・車内防犯カメラをブルーライ
　ン車両に設置拡大

3000S形車両（６編成）への導入を完了

駅構内カメラの高画質化・
ネットワーク化

・ネットワーク化 15駅
・ネットワーク化 34駅完了
　（６駅施工中）

ネットワーク化完了駅
21駅/40駅

③ ・EDSS付車両 ９％ ・EDSS付車両 40％ EDSS付車両 15％　117両

②
地下鉄利用におけるお
客様への安全・安心の
提供

運輸安全マネジメントの推進

事業

事業目標

Ｒ６時点の進捗状況

バス車両の更新にあわせた安全機能の向上


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、
　安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレ
　ビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライ
　ン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了
　（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		・概略設計
・新羽車両基地増設概略設計
・需要予測等検討業務委託
・駅旅客流動調査等業務委託
・環境影響評価業務委託
・土質調査
・空中写真測量		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　30百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

変電所機器の更新

・片倉変電所、笹下変電所
　更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所
　更新中
・北の谷変電所設計完了

片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了）

トンネル構造物・軌道の塩害
対策

・シールドトンネル吉野町駅～
　蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開
　削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ッ沢
　下町～横浜の上下区間、桜木
　町～関内の下り区間）

・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ッ沢下町～横浜の上下区間）

急曲線区間の改良工事 ・改良区間 50m/692m ・改良区間 458m/692m 改良区間 253m/692m

老朽化したバス車両整備工場
の建替え及び機能向上

・建替えに向けて設計完了 緑営業所：基本設計実施中

バス車両整備工場の整備用リ
フトの増設

・整備用リフト１基の増設完了 令和７年度の設計委託に向けた条件の検討

②

①

バス車両整備工場の機
能向上

事業

事業目標

Ｒ６時点の進捗状況

地下鉄施設・設備など
の計画的補修・更新


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所
　更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所
　更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～
　蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開
　削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ッ沢
　下町～横浜の上下区間、桜木
　町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ッ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		令和７年度の設計委託に向けた条件の検討 レイワ ネンド セッケイ イタク ム ジョウケン ケントウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応
　　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応
　　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応
　　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化
　　▲23便
〇R６年度合計
　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		　物価高騰やコロナの影響による社会情勢の変化など、顕在化した課題に対応するため、建設コストの徹底した削減や、まちづくりによる需要創出などの対応方針を横浜・川崎両市の副市長間で確認。
　それを受け、交通局では事業費削減に向けた設計精査、都市整備局では新駅周辺のまちづくりの検討を行うなど、事業計画の見直しを協議・調整		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		
・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（３）安全を支える職員の育成

安全大会、安全研修の実施
・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600
　名）受講

【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講

重大事故を風化させない研修
の実施（バス事業）

・事故未然防止研修の計画的な
　実施

予定していた363名の受講が完了した

計画的な研修による安全最優
先の組織風土づくり（地下鉄
事業）

・ヒューマンエラー防止研修な
　ど効果的な各種研修を実施

・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有

② ・ベテラン整備員の活躍支援 ・２名の人員を確保

バイタル情報を活用した健康
管理の充実

・バイタル情報のシステム連携
　による健康管理の充実

健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの
登録を行えるようにする

職員の健康増進と健康起因事
故の防止

・健康な職場環境づくりに向け
　た「交通局職員健康ビジョン
　（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース
　化による健康管理の実施

・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成

①

安全を支える職員の健
康管理

③

ベテラン整備員の活躍支援と技術継承

職員の安全意識の向上

事業

事業目標

Ｒ６時点の進捗状況


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600
　名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な
　実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修な
　ど効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携
　による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向け
　た「交通局職員健康ビジョン
　（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース
　化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		ERROR:#REF!

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		ERROR:#REF!

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		・概略設計
・新羽車両基地増設概略設計
・需要予測等検討業務委託
・駅旅客流動調査等業務委託
・環境影響評価業務委託
・土質調査
・空中写真測量		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		ERROR:#REF!

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　30百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		ERROR:#REF!

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

①
・次世代ドライブレコーダーを
　バス全車両に順次導入

現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討

②
・ICT技術を用いた運転支援の
　実施

追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な
機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確
定

③
・導入に向けて検討プロジェクト
　の実施（３件以上）

・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討

事業目標

Ｒ６時点の進捗状況

保守業務のDX化及び新技術導入の検討

バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起

バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入

事業


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーを
　バス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の
　実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクト
　の実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応
　　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応
　　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応
　　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化
　　▲23便
〇R６年度合計
　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		　物価高騰やコロナの影響による社会情勢の変化など、顕在化した課題に対応するため、建設コストの徹底した削減や、まちづくりによる需要創出などの対応方針を横浜・川崎両市の副市長間で確認。
　それを受け、交通局では事業費削減に向けた設計精査、都市整備局では新駅周辺のまちづくりの検討を行うなど、事業計画の見直しを協議・調整		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		
・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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２　市民の足を守る

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）バスネットワークの最適化

①
・市内バスネットワークの全体最
　適化

・乗務員不足に対応するため、お客様のご利用状況に応じ
　て減便を実施
・令和６年10月に一部路線を民営バス事業者へ移譲
 （136系統）

（２）自然災害等への備え

① ・耐震補強工事実施率 約50％ ・耐震補強工事実施率 約60％ 耐震補強工事実施率 55％

大規模地震や風水害への対策
の推進（バス事業）

・地震津波行動マニュアル、風水
　害雪害行動マニュアルの見直し

地震・津波初動対応マニュアルを制定

災害・テロ対策訓練の強化
（地下鉄事業）

・各所属の訓練や関係各所との合
　同訓練の実施
・マニュアルの見直し

各関係部署と自然災害対応訓練を実施

事業目標

事業 Ｒ６時点の進捗状況

バスネットワークの最適化

大規模地震や風水害へのハード対策の推進

②
自然災害・テロなどへ
のソフト対策強化


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最
　適化 シナイ ゼンタイ サイ テキ カ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		・乗務員不足に対応するため、お客様のご利用状況に応じ
　て減便を実施
・令和６年10月に一部路線を民営バス事業者へ移譲
 （136系統）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率 55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水
　害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイ ガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合
　同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ アイ ドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		　物価高騰やコロナの影響による社会情勢の変化など、顕在化した課題に対応するため、建設コストの徹底した削減や、まちづくりによる需要創出などの対応方針を横浜・川崎両市の副市長間で確認。
　それを受け、交通局では事業費削減に向けた設計精査、都市整備局では新駅周辺のまちづくりの検討を行うなど、事業計画の見直しを協議・調整		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		
・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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３　公営交通の責務

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現

① ・推進

川崎市や関係機関と協議を進めるとともに、以下の業務を実施
・概略設計
・新羽車両基地増設概略設計
・需要予測等検討業務委託
・駅旅客流動調査等業務委託
・環境影響評価業務委託
・土質調査
・空中写真測量

②
・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手

上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし

③ ・ダイヤ改正を実施 ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成

グリーンラインの６両化 ・３編成での運行 ・10編成での運行 10編成での運行【完了】

グリーンラインの子育て世代
への支援

・車いす・ベビーカー優先スペー
　ス 68か所

・車いす・ベビーカー優先スペー
　ス 108か所

車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】

グリーンライン沿線の子育て
に関するプロモーションの実
施

・グリーンライン沿線のプロモー
　ションの推進

令和６年度内全４回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施
設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架

Ｒ６時点の進捗状況

事業目標

事業

高速鉄道３号線延伸事業の推進

④

駅の大規模改良工事

最適な地下鉄ダイヤの提供

グリーンライン沿線の
まちづくりへの貢献


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		川崎市や関係機関と協議を進めるとともに、以下の業務を実施
・概略設計
・新羽車両基地増設概略設計
・需要予測等検討業務委託
・駅旅客流動調査等業務委託
・環境影響評価業務委託
・土質調査
・空中写真測量 カワサキ シ カンケイ キカン キョウギ スス イカ ギョウム ジッシ		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペー
　ス 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペー
　ス 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモー
　ションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和６年度内全４回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現

⑤
・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討

下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討

⑥ ・他の交通モードとの連携実施
横浜市「おでかけシャトル」と市営バスの既存停留所の共有に向
けた調整

⑦ ・発注額（単年度） 4.8億円 ・計画期間中累計 20億円 市内中小企業への発注額15.9億円(累計）

まちづくりとの連携

マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通
への役割発揮

市内中小企業振興に向けた取組

事業

事業目標

Ｒ６時点の進捗状況


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		　物価高騰やコロナの影響による社会情勢の変化など、顕在化した課題に対応するため、建設コストの徹底した削減や、まちづくりによる需要創出などの対応方針を横浜・川崎両市の副市長間で確認。
　それを受け、交通局では事業費削減に向けた設計精査、都市整備局では新駅周辺のまちづくりの検討を行うなど、事業計画の見直しを協議・調整		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		横浜市「おでかけシャトル」と市営バスの既存停留所の共有に向けた調整 ヨコハマシ シエイ キソン テイリュウジョ キョウユウ ム チョウセイ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		
・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（２）脱炭素社会の実現に向けた取組

①

・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：
　81％

・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：
　100％

駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％

② ・非化石証書の継続利用
グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで
運行済

バス事業における脱炭素に向
けた取組の加速化

・ハイブリッドバス在籍数
　全体の６％

・ハイブリッドバス在籍数
　全体の35％

・ハイブリッドバス在籍数　全体の12％
　合計94両

環境にやさしいハイブリッド
バスの導入（あかいくつ）

・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ・あかいくつ（HV）２両更新

事業目標

Ｒ６時点の進捗状況

地下鉄照明のLED化

事業

グリーンライン実質CO2排出ゼロで運行

③
環境に配慮したバス車
両の計画的な更新


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		　物価高騰やコロナの影響による社会情勢の変化など、顕在化した課題に対応するため、建設コストの徹底した削減や、まちづくりによる需要創出などの対応方針を横浜・川崎両市の副市長間で確認。
　それを受け、交通局では事業費削減に向けた設計精査、都市整備局では新駅周辺のまちづくりの検討を行うなど、事業計画の見直しを協議・調整		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：
　81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：
　100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO2排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数
　全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数
　全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数　全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		
・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（３）施設の更なるバリアフリー化

① ・対応駅 １/32駅 ・全駅完了 32/32駅 15駅完了

②
・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新

エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了

③
・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅
　工事着手

【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施

事業目標

Ｒ６時点の進捗状況

駅トイレのバリアフリー化

駅エレベーター・エスカレーターの更新

駅ホームと車両の段差・隙間の縮小

事業


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		　物価高騰やコロナの影響による社会情勢の変化など、顕在化した課題に対応するため、建設コストの徹底した削減や、まちづくりによる需要創出などの対応方針を横浜・川崎両市の副市長間で確認。
　それを受け、交通局では事業費削減に向けた設計精査、都市整備局では新駅周辺のまちづくりの検討を行うなど、事業計画の見直しを協議・調整		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅
　工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		
・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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４　財務基盤の強化

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）増収に向けた取組

駅構内及び高架下等の活用に
よる沿線の活性化

・上大岡駅、センター北駅
　新区画活用
・センター南北高架下
　全区画活用

・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、セ
　ンター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事
　を実施
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパート
　ナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた

駅構内スペースの一時利用・
ワゴン販売の促進

・一時利用・ワゴン販売収入
　28百万円

・一時利用・ワゴン販売収入
　34百万円

・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　30百万円

トンネル上用地等の活用 ・下飯田駅周辺土地の活用 ・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた

② ・広告料収入 635百万円 ・広告料収入 667百万円
広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）

広告事業の積極的な展開

①
資産の有効活用による
収益の向上

Ｒ６時点の進捗状況

事業目標

事業


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		・概略設計
・新羽車両基地増設概略設計
・需要予測等検討業務委託
・駅旅客流動調査等業務委託
・環境影響評価業務委託
・土質調査
・空中写真測量		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　
　新区画活用
・センター南北高架下
　全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、セ
　ンター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事
　を実施
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパート
　ナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた レイワ ネン ガツ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 
　28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 
　34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　30百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）増収に向けた取組

③
・決済サービス拡充の検討・実施
（バス・地下鉄）

【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末
　を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機
　能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車し
　た運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引
　くサービスを開始

市営バスでの貨客混載事業 ・貨客混載事業の検討・実施
令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うた
めの課題等の検証を行った

折返場の有効活用 ・バス折返場の有効活用
・菅田町バス折返場を廃止
・折返場跡地の有効活用に向け測量を実施

あかいくつ・BAYSIDE BLUEへ
の乗車促進（車体への二次元
コード等の掲出）

・車体への二次元コード等掲出に
　よる乗車促進

・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、
　乗車促進の代替策を検討

⑤ ・貸切バス収入額 ４億円 ・貸切バス収入額10％増 ・貸切バス収入 3.4億円

事業

事業目標

Ｒ６時点の進捗状況

決済サービス拡充の検討・実施

④
バス事業の収益向上に
関する新たな取組

市営バスにおける観光事業の促進


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		・乗務員不足に対応するため、ご利用状況に応じて減便
　を実施
・民間事業者への移譲（136系統）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		川崎市や関係機関と協議を進めるとともに、以下を実施。
・概略設計
・新羽車両基地増設概略設計
・需要予測等検討業務委託
・駅旅客流動調査等業務委託
・環境影響評価業務委託
・土質調査
・空中写真測量		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		横浜市みんなのおでかけ交通事業と市営バスの既存停留所の共有に向けた調整 ヨコハマシ コウツウ ジギョウ シエイ キゾン テイリュウジョ キョウユウ ム チョウセイ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　30.6百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末
　を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機
　能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車し
　た運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引
　くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返場を廃止
・折返場跡地の有効活用に向け測量を実施 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出に
　よる乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、
　乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウ クルマ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 3.4億円		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）増収に向けた取組

まちを楽しむ「みなとぶらり
チケット」の販売促進

・販売数 64,481枚
（デジタルチケット7,254枚）

・販売数 10万枚
　(デジタルチケット20,000枚)

・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大

みなとぶらりチケットの提携
ホテルとの宿泊プランの推進

・取扱宿泊プラン提携ホテル
　７か所

・取扱宿泊プラン提携ホテル
　14か所

・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施

スマートフォンアプリとの連
携によるデジタル化促進

・みなとぶらりチケット
　デジタル化率 11％

・みなとぶらりチケット
　デジタル化率 20％

・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱
　いを開始

⑦
・ファン獲得に向けた各種イベ
　ント・企画の推進

・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布

⑧
・乗車券制度の見直しの必要性に
　ついて検討

割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃
止、精神障害者割引制度の導入）

⑨
・連携強化と課題共有によるグ
　ループ経営の推進

課題を整理し、協約策定を実施

⑥
みなとぶらりチケット
を活用したにぎわいの
創出

事業

事業目標

市営交通のファン層の獲得

乗車券制度の検討

市営交通グループの連携強化

Ｒ６時点の進捗状況


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		　物価高騰やコロナの影響による社会情勢の変化など、顕在化した課題に対応するため、建設コストの徹底した削減や、まちづくりによる需要創出などの対応方針を横浜・川崎両市の副市長間で確認。
　それを受け、交通局では事業費削減に向けた設計精査、都市整備局では新駅周辺のまちづくりの検討を行うなど、事業計画の見直しを協議・調整		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚
（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚
　(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル
　７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル
　14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケット
　デジタル化率 11％		・みなとぶらりチケット
　デジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱
　いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベ
　ント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性に
　ついて検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグ
　ループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		
・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（２）支出管理の徹底

地下鉄設備・業務の効率化

・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削
　減）
・有効活用スペース６か所増

・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49
　台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６か所増加

庶務事務の一元化
・庶務事務の一元化及びベテラン
　職員等の活用

・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入

バス運行管理システムの効率
化

・バス運行管理システムへのアク
　セス方法の拡充

証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリ
ティの強化を実施
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大

①
バス・地下鉄業務の効
率化

事業

事業目標

Ｒ６時点の進捗状況


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		　物価高騰やコロナの影響による社会情勢の変化など、顕在化した課題に対応するため、建設コストの徹底した削減や、まちづくりによる需要創出などの対応方針を横浜・川崎両市の副市長間で確認。
　それを受け、交通局では事業費削減に向けた設計精査、都市整備局では新駅周辺のまちづくりの検討を行うなど、事業計画の見直しを協議・調整		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削
　減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49
　台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６か所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ ショ ゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン
　職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管理システムへのアク
　セス方法の拡充 カンリ		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		
・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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５　人財育成の推進

計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（１）先を見据えた人財の確保・育成

①
・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大

バス乗務員不足等に対応するため、優秀な人財の新規採用や既存
職員の離職防止を図ることを目的に、「人財確保大作戦」とし
て、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施

②
・局内教習制度の導入による大型
　二種免許の取得促進

制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出）

あらゆる職員が働きやすい環
境の整備

・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務
　体制への見直し

・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討
　や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理
　所・総合司令所：5/7完了

女性職員の積極登用
・女性職員の責任職への登用の推
　進

・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催

③
働きやすい環境の整備
及び女性職員の積極的
登用

市営交通を支える人財の確保に関する取組

局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進

事業目標

事業 Ｒ６時点の進捗状況


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		　物価高騰やコロナの影響による社会情勢の変化など、顕在化した課題に対応するため、建設コストの徹底した削減や、まちづくりによる需要創出などの対応方針を横浜・川崎両市の副市長間で確認。
　それを受け、交通局では事業費削減に向けた設計精査、都市整備局では新駅周辺のまちづくりの検討を行うなど、事業計画の見直しを協議・調整		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		バス乗務員不足等に対応するため、優秀な人財の新規採用や既存職員の離職防止を図ることを目的に、「人財確保大作戦」として、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ジョウムインフソク トウ タイオウ ユウシュウ ジンザイ シンキサイヨウ キゾンショクイン リショクボウシ ハカ モクテキ ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型
　二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務
　体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討
　や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理
　所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推
　進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイ ススム		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		
・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（２）意欲と能力を活かす制度の充実

①
・業務プロセスの改善に向けた取
  組の推進

・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より
　印刷面数等を削減した

働きやすさと働きがいを感じ
られる取組

・局内プロジェクトに基づく働き
　やすさ・働きがいの検討

・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額

マスタードライバー制度の活
用による人財育成

・プラチナマスタードライバー
　12名、ゴールドマスタードラ
　イバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導
　入

・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマ
　ル51名、計210名を任命
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業
　所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検
　討した
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの
　業務内容との関連を視野に継続検討している

③

・マネジメント力の向上に向けた
　研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取
　組

・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントを
　テーマとした研修を実施した

④ ・高齢職員の活躍の場の創出
・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」とし
　ての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施

高齢職員の意欲と能力を活かす取組

②
やりがいを感じられる
交通局に向けた制度の
推進

職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上

業務プロセスの見直し

事業

事業目標

Ｒ６時点の進捗状況


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		　物価高騰やコロナの影響による社会情勢の変化など、顕在化した課題に対応するため、建設コストの徹底した削減や、まちづくりによる需要創出などの対応方針を横浜・川崎両市の副市長間で確認。
　それを受け、交通局では事業費削減に向けた設計精査、都市整備局では新駅周辺のまちづくりの検討を行うなど、事業計画の見直しを協議・調整		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取
  組の推進		総務課 ソウムカ		・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より
　印刷面数等を削減した ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働き
　やすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー
　12名、ゴールドマスタードラ
　イバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導
　入 メイ メイ キョウカン セイド ドウ ニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマ
　ル51名、計210名を任命
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業
　所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検
　討した
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの
　業務内容との関連を視野に継続検討している メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた
　研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取
　組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントを
　テーマとした研修を実施した		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」とし
　ての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食堂設備のリニューアルの実施。
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用による業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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計画策定時点
(定量目標のみ記載）

Ｒ８到達目標

（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備

①
・老朽化した職員用施設・設備の
　計画的な刷新

・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食
　堂設備のリニューアルの実施
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事
　に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理
　所・総合司令所：5/7完了

②
・デジタル技術の積極的な活用に
　よる業務の効率化、省力化

・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイ
　ルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入

安心して働ける職場づくり

あらゆる場面におけるデジタル技術の活用

事業

事業目標

Ｒ６時点の進捗状況


【記載例】

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和５年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ

						③		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ				R4実績 ジッセキ				評価理由・具体的な取組（公表しない）		評価理由・具体的な取組（公表しない）

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		(鉄)営業課
駅務管理所
システム推進課 テツ エイギョウカ エキム カンリ ショ スイシンカ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課



				４　財政基盤の強化 ザイセイ キバン キョウカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６進捗状況 シンチョクジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
（公表しない）		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ

														計画策定時点
(定量目標のものについては記載しています） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ



						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		(自)営業課
(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課 ジ

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 4億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル7か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)

						①		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウ ガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額○億円 シナイ チュウショウ キギョウ ハッチュウガク オクエン		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。 シナイ ケイザイ カッセイカ カンテン ブンリ ブンカツ ハッチュウ スス シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ツト シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ キヨ モクヒョウ ウワマワ ジッセキ ヒ ツヅ シナイ ジギョウシャ ユウセン ハッチュウ ト ク		順調 ジュンチョウ

						②		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		経営管理課
（(自)営業課） ケイエイカンリカ ジ エイギョウ カ		予定されていた乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直しを実施した ヨテイ ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、今後の予定を整理した。
・回数券の廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券）。 ウンチン シサク サクセイ コンゴ ヨテイ セイリ カイスウ ケン ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン		順調だが、やや懸念あり ジュンチョウ ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の許可までの事務手続きにも時間を要する。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ キョカ ジム テツヅ ジカン ヨウ



数量等で表せるものは可能な限り数量の記載をしてください

Ｒ６進捗状況の具体的な取組内容、詳細について記載してください

Ｒ８年度に向けて順調かどうかを記載してください

事業目標の達成に向けて、具体的な課題、懸念事項があれば記載してください
（課題がなければ空白で結構です）

記載例



１　安全の確保

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について シエイ コウツウ チュウキ ケイエイ ケイカク レイワ ネンド シンチョク ジョウキョウ

				１　安全の確保 アンゼン カクホ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）安全対策の強化

						①		運輸安全マネジメントの推進 スイシン								・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続		安全管理課 アンゼン カンリカ		・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ガツ ニチ		順調 ジュンチョウ				・安全重点施策に基づく取組、安全管理委員会の実施
・内部監査・マネジメントレビューの実施継続 ジッシ		・安全重点施策の目標達成に向けた取組計画を所属ごとに策定・実施
・安全管理委員会の実施（各12回）
・内部監査実施（被監査組織：15所属）、マネジメントレビュー実施（２月５日、２月６日） アンゼンジュウテンシサク モクヒョウタッセイ ム トリクミケイカク ショゾク サクテイ ジッシ アンゼン カンリ イインカイ ジッシ カク カイ ナイブ カンサ ジッシ ヒカンサソシキ ショゾク ジッシ ツキ ヒ ガツ ニチ

						②		地下鉄利用におけるお客様への安全・安心の提供 チカテツ リヨウ キャクサマ アンゼン アンシン テイキョウ				車内防犯カメラの導入				・車内防犯カメラをブルーライン車両に設置拡大 シャナイボウハン シャリョウ セッチカクダイ		(技)車両課 ギ シャリョウカ		3000S形車両（６編成）への導入を完了しました。 ケイシャリョウ ヘンセイ ドウニュウ カンリョウ				順調 ジュンチョウ				複数メーカと現車試験を実施 フクスウ ゲンシャ シケン ジッシ		各メーカへのヒアリング及び現車試験、社会動向を通して、局として求める仕様やスペックの検討を実施した。 カク オヨ ゲンシャ シケン シャカイ ドウコウ トオ キョク モト シヨウ ケントウ ジッシ

												駅構内カメラの高画質化・ネットワーク化		・ネットワーク化 15駅 カ エキ		・ネットワーク化 34駅完了（６駅施工中） カ エキ カンリョウ エキ セコウ チュウ		電気課 デンキカ		ネットワーク化完了駅
21駅/40駅		湘南台駅、踊場駅、高島町駅、横浜駅、三ッ沢下町駅、三ッ沢上町駅（Ｒ６末に完成） ショウナンダイエキ オドリバエキ タカシマチョウ エキ ヨコハマエキ ミツザワシモチョウエキ ミツザワカミチョウエキ マツ カンセイ		順調 ジュンチョウ		なし		ネットワーク化完了駅
15駅/40駅		横浜駅ほか５駅の設計・発注を行ったが、Ｒ５は不調となった。Ｒ６に再発注（Ｒ６末に完成予定） ヨコハマエキ エキ セッケイ ハッチュウ オコナ フチョウ サイハッチュウ マツ カンセイ ヨテイ

						③		バス車両の更新にあわせた安全機能の向上						・EDSS付車両 ９％ ツキ シャリョウ		・EDSS付車両 40％ ツ シャリョウ		(自)車両課 ジ シャリョウカ		EDSS付車両 15％　117両 リョウ		新車２両更新内、EDSS付車両２両 シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ		順調 ジュンチョウ				EDSS付車両 14％ ツキシャリョウ		新車42両更新（内EDSS付車両42両） シンシャ リョウコウシン ウチ ツキシャリョウ リョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）安全運行を維持するための施設・設備の維持・更新

						①		地下鉄施設・設備などの計画的補修・更新 チカテツ シセツ セツビ ケイカク テキ ホシュウ コウシン				変電所機器の更新				・片倉変電所、笹下変電所更新完了
・舞岡変電所、茅ヶ崎変電所更新中
・北の谷変電所設計完了		電気課 デンキカ		片　倉：出来高84％
笹　下：更新工事完了
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注（不調）
北の谷：設計委託発注（基本設計完了） カタ クラ デキダカ ササ シタ コウシン コウジ カンリョウ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ キホン セッケイ カンリョウ		片　倉：直流開閉設備・整流器更新（非常用発電機を除き更新完了）
笹　下：全機器更新完了
舞　岡：不調に伴い２度再発注
茅ヶ崎：設計・発注
北の谷：基本設計完了（機器仕様・更新手順確定） カタ クラ チョクリュウ カイヘイ セツビ セイリュウ ウツワ コウシン ヒジョウヨウ ハツデンキ ノゾ コウシン カンリョウ ゼンキキ コウシン カンリョウ フチョウ トモナ ド サイハッチュウ セッケイ ハッチュウ キタ タニ キホンセッケイ カンリョウ キキシヨウ コウシン テジュン カクテイ		順調（片倉、笹下、北の谷）
やや懸念あり（舞岡、茅ヶ崎） ジュンチョウ カタクラ ササシタ キタ タニ ケネン マイオカ チガサキ		・工事価格の高騰に伴う予算不足
・長工期の監理技術者確保が困難（舞岡、茅ヶ崎） コウジ カカク コウトウ トモナ ヨサン フソク ナガ コウキ カンリ ギジュツシャ カクホ コンナン		片　倉：出来高53％
笹　下：機器仕様・施工方法決定
舞　岡：更新工事発注（不調）
茅ヶ崎：更新工事発注準備中
北の谷：設計委託発注準備完了 カタ クラ デキダカ ササ シタ キキシヨウ セコウ ホウホウ ケッテイ マイ オカ コウシン コウジ ハッチュウ フチョウ チガサキ コウシン コウジ ハッチュウ ジュンビ ナカ キタ タニ セッケイ イタク ハッチュウ ジュンビ カンリョウ		片　倉：受電用Tr、22kV/6.6kV開閉設備、付帯用Trの更新済
笹　下：機器仕様協議し、Ｒ６年度中の更新完了に向けて進捗中
舞　岡：不調再発注準備
茅ヶ崎：工事発注に向けて設計
北の谷：予算化準備
（片倉、舞岡：遅延、他　計画通り） カタ クラ ジュデンヨウ カイヘイ セツビ フタイヨウ コウシン スミ キキ キョウギ ネンド ナカ コウシン カンリョウ ム シンチョク チュウ フチョウ サイハッチュウ ジュンビ コウジ ハッチュウ ム キタ タニ ヨサン カ ジュンビ ホカ ケイカク ドオ

												トンネル構造物・軌道の塩害対策				・シールドトンネル吉野町駅～蒔田駅間補修完了
・構造物の性能維持に向けた開削トンネル補修の推進
・軌道改良３区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間、桜木町～関内の下り区間）		施設課 シセツ カ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約83％）
・開削トンネル補修工事を推進
・軌道改良２区間完了（三ツ沢下町～横浜の上下区間）		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約83％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の軌道改良工事は完了したが、桜木町～関内の下り区間の軌道改良工事は入札不調となり、進捗ゼロとなった。 ミ ザワシモチョウ		順調（トンネル構造物）
懸念あり（軌道） ジュンチョウ コウゾウブツ ケネン キドウ		・桜木町～関内間の軌道改良の入札不調により、８年度到達目標の達成が困難となった。
・劣化状況を見極め、軌道改良計画の見直しを検討する必要が生じている。 サクラギチョウ カンナイ カン キドウカイリョウ コンナン レッカジョウキョウ ミキワ キドウカイリョウケイカク ミナオ ケントウ ヒツヨウ ショウ		・吉野町～蒔田のシールドトンネルの工事進捗（約60％）
・開削トンネル補修工事を推進
・三ツ沢下町～横浜の上下区間の工事進捗(約70％) ヨシノ チョウ マイタ コウジ シンチョク ヤク カイサク ホシュウ コウジ スイシン ミ ザワシモチョウ ヨコハマ ジョウゲ クカン コウジ シンチョク ヤク		・令和８年３月完了予定の宮元町シールドトンネル補修工事において施工中であり、上下線の約60％が完了。
・開削トンネル三ツ沢下町～吉野町間の工事を施工中。
・令和６年８月完了予定の横浜・三ッ沢下町間（上下）軌道改良及びその他工事において施工中であり、上下線の約70％が完了。 レイワ ネン ガツ カンリョウヨテイ ミヤモトチョウ ホシュウコウジ セコウチュウ ジョウゲセン ヤク カンリョウ カイサク ミ ザワシモチョウ ヨシノ チョウ カン コウジ セコウチュウ

												急曲線区間の改良工事		・改良区間 50m/692m カイリョウ クカン		・改良区間 458m/692m		施設課 シセツカ		改良区間 253m/692m カイリョウ ク カン		令和６年度軌道整備及びその他工事において、計画通り100ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ ケイカク ドオ セコウ		順調 ジュンチョウ				改良区間 153m/692m カイリョウ ク カン		令和５年度軌道整備及びその他工事において、103ｍ施工。 レイワ ネンド キドウ セイビ オヨ タ コウジ セコウ

						②		バス車両整備工場の機能向上 シャリョウ セイビ コウジョウ キノウ コウジョウ				老朽化したバス車両整備工場の建替え及び機能向上				・建替えに向けて設計完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		緑営業所：基本設計実施中		・建替え工事基本設計完了（R7.7予定）

緑営業所：基本設計履行期限　R7.5 ミドリエイギョウジョ キホンセッケイ リコウキゲン		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

												バス車両整備工場の整備用リフトの増設				・整備用リフト１基の増設完了		(自)車両課
建築課 ジ シャリョウカ ケンチクカ		内部調整中 ナイブ チョウセイ チュウ		・設計契約完了（R7.4.24）
・完了予定（R7.12.26）

取組なし トリクミ		順調 ジュンチョウ				取組なし(Ｒ６より～) トリクミ		取組なし トリクミ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）安全を支える職員の育成

						①		職員の安全意識の向上 ショクイン アンゼン イシキ コウジョウ				安全大会、安全研修の実施				・安全大会の継続実施
・安全研修の全職員（約2,600名）受講 アンゼン タイカイ ケイゾク ジッシ アンゼン ケンシュウ ゼンショクイン ヤク メイ ジュコウ		安全管理課
安全教育センター アンゼン カンリ カ アンゼン キョウイク		【安全大会】
　継続実施
【安全研修】
　令和６年度までに受講対象職員の約70％（2,189名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼンケンシュウ レイワ ネンド ジュコウタイショウ ショクイン ヤク メイ ジュコウ		【安全大会】
・安全大会の実施（11月29日/357名）
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・新採用職員及び転入職員等（164名）に対し、本件研修を実施
・現業機関の職員（1056名）に対し、本研修を実施
・グループ企業職員（412名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ シンサイヨウショクイン オヨ テンニュウ ショクイン トウ メイ タイ ゲンギョウ キカン ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ キギョウ ショクイン メイ タイ ホンケンシュウ ジッシ		順調 ジュンチョウ		【安全研修】
　２巡目に向けた研修内容の検討が必要 アンゼン ケンシュウ ジュンメ ム ケンシュウナイヨウ ケントウ ヒツヨウ		【安全大会】
継続実施
【安全研修】
令和５年度までに全職員の約20％（557名）が受講 アンゼン タイカイ アンゼン ケンシュウ レイワ ネンド		【安全大会】
・安全大会の実施（12月１日/434名）
・部長級による意見交換会の実施
・過去に安全大会に出席したことのない職員及び近年出席していない職員を優先した出席者の選出
【安全研修】
・責任職及び本庁所属の職員（185名）に対し研修を実施
・現業機関の職員（178名）に対し、本研修を実施 アンゼンタイカイ アンゼン ジッシ ガツ ニチ メイ ブチョウキュウ イケンコウカンカイ ジッシ ユウセン シュッセキシャ センシュツ アンゼンケンシュウ

												重大事故を風化させない研修の実施（バス事業）				・事故未然防止研修の計画的な実施		運輸課
★安全教育センター ウンユ カ アンゼン キョウイク		予定していた363名の受講が完了した。		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。６年度は第４期目の初年度として新たに「安全研修」をプログラムに加え、研修内容を充実させた。		順調 ジュンチョウ		なし		予定していた406名の受講が完了した。 ヨテイ メイ ジュコウ カンリョウ		本研修は３年サイクルで全乗務員に対し実施している。５年度は第３期目の最終年。第４期目からは新たに「安全研修」をプログラムに加える等、一部見直しをした。 ホンケンシュウ ネン ゼンジョウムイン タイ ジッシ ネンド ダイ キ メ サイシュウネン ダイ キメ アラ アンゼン ケンシュウ クワ トウ イチブ ミナオ

												計画的な研修による安全最優先の組織風土づくり（地下鉄事業）				・ヒューマンエラー防止研修など効果的な各種研修を実施 ボウシ ケンシュウ コウカ テキ カクシュ ケンシュウ ジッシ		★運転課
★駅務管理所
(鉄)営業課 ウンテンカ エキム カンリ ジョ		・年間の教育訓練計画に基づき、各種訓練を実施した
・ヒューマンエラー情報の都度共有		・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒヤリハットや、実際に発生した事故事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の向上を図った
・駅助役１年目フォロー研修や駅務掛1年目フォロー研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った。
・ヒューマンエラー発生の都度、ヒューマンエラー事例集を作成し情報を共有した。
 ジッサイ ハッセイ ジコ コウジョウ エキ		順調 ジュンチョウ		・経験年数の浅い乗務員がヒューマンエラー乗務員の大きな割合を占めており、教育訓練方法に苦慮している ケイケン ネンスウ アサ ジョウムイン ジョウムイン オオ ワリアイ シ キョウイク クンレン ホウホウ クリョ		・年間の教育訓練計画に基づき訓練を実施
・乗務員を対象にした各種研修を実施 ネンカン キョウイククンレンケイカク モト クンレン ジッシ		【駅務管理所】
・助役１年目フォロー研修・助役４～６年目実務・技能研修内で昨年度のヒューマンエラーを実機にて再現し再発防止を図った
・駅務機器の故障対応及びトレーナーの技能向上のための研修を実施しヒューマンエラー防止に努めた
【運転課】
・定期教育訓練、特別教育訓練、１日研修において具体的なヒューマンエラー事例を題材にしたグループ討議を実施し、乗務員の安全意識の醸成を図った。
・職員に考えてもらう研修は浸透してきた。今後はセーフティーⅡの考え方も取り入れながら取り組みを進めていく。 ジョヤク ネンメ ケンシュウ ナイ サクネンド ジッキ サイゲン サイハツボウシ ハカ エキムキキ ケンシュウ ジッシ ボウシ ツト ウンテンカ

						②		ベテラン整備員の活躍支援と技術継承								・ベテラン整備員の活躍支援		(自)車両課 ジ		・２名の人員を確保 メイ ジンイン カクホ		・港南営業所を拠点に２名の経験豊富な人員を確保した。
　６年度は準備期間を予定したが、順調に進捗し、事故車の修理など実作業を行うことができた。 コウナン エイギョウショ キョテン メイ ケイケンホウフ ジンイン カクホ ネンド ジュンビキカン ヨテイ ジュンチョウ シンチョク ジコシャ シュウリ ジツサギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				準備のための人員を確保 ジュンビ ジンイン カクホ		港南営業所を拠点とし、Ｒ６に準備開始するため、２名の人員を確保 コウナンエイギョウショ キョテン ジュンビ カイシ メイ ジンイン カクホ

						③		安全を支える職員の健康管理 アンゼン ササ ショクイン ケンコウ カンリ				バイタル情報を活用した健康管理の充実				・バイタル情報のシステム連携による健康管理の充実 ジョウホウ レンケイ ケンコウ カンリ ジュウジツ		システム推進課 スイシン カ		健康管理システムへのデータ連携方法を検討し、簡易にシステムへの登録を行えるようにする ケンコウカンリ レンケイホウホウ ケントウ カンイ トウロク オコナ		健康管理システム所管課とインターフェイス仕様を確認し、具体的な取り込みの際の動作確認等を行う ケンコウ カンリ ショカン カ シヨウ カクニン ト コ サイ ドウサカクニントウ オコナ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握することができています。		運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握を可能にした。
BOIS上で利用しているアルコール検査結果アプリに、日々の血圧測定結果を蓄積することで、運行管理者が定期的に運転手の血圧測定結果を閲覧することを可能とし、乗務員の健康状態を把握が可能となった。 カノウ

												職員の健康増進と健康起因事故の防止				・健康な職場環境づくりに向けた「交通局職員健康ビジョン（仮）」を策定
・職員健康情報のデータベース化による健康管理の実施		人事課 ジンジカ		・「交通局職員健康ビジョン（仮）」策定に向けた検討
・業務改善アプリの導入および作成 サクテイ ム ケントウ ギョウム カイゼン ドウニュウ サクセイ		・第1期計画の数値目標等の振り返りの共有（中央安全衛生委員会と衛生管理者連絡会）と現状の把握を行いました。また、次期計画に向けての検討を開始しました。
・職員健康情報のデータベース化を行うために、業務改善アプリ（AppSuite)を導入し、アプリの作成等を開始しました。 ダイ キ ケイカク スウチ モクヒョウ トウ フ カエ キョウユウ チュウオウ アンゼン エイセイ イインカイ エイセイ カンリ シャ レンラクカイ ゲンジョウ ハアク オコナ ジキ ケイカク ム ケントウ カイシ トウ カイシ		やや懸念あり ケネン		健康経営計画を推進していくために、交通局全体を巻き込む仕組みを作る必要がある。 ケンコウ ケイエイ ケイカク スイシン コウツウキョク ゼンタイ マ コ シク ツク ヒツヨウ		・健康経営計画の振り返り
・健康管理システムの仕様の検討 ケンコウ ケイエイ ケイカク フ カエ ケンコウ カンリ シヨウ ケントウ		・健康経営計画（令和元年～令和４年）について、数値目標等の振り返りを行いました。
・健康管理システム取扱い業者からの情報収集、デモ機の借用、仕様作成に向けた検討（項目等を検討）を行いました。 ケンコウ ケイエイ ケイカク レイワ ガンネン レイワ ネン スウチ モクヒョウ トウ フ カエ オコナ ケンコウ カンリ トリアツカ ギョウシャ ジョウホウ シュウシュウ キ シャクヨウ シヨウ サクセイ ム ケントウ コウモク トウ ケントウ オコナ



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン テイリョウ モクヒョウ キサイ		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（４）デジタル技術を活用した安全対策の強化

						①		バス車両への次世代ドライブレコーダーの導入								・次世代ドライブレコーダーをバス全車両に順次導入		運輸課 ウンユ カ		現状で流通しているドライブレコーダー、車内カメラの調査、検討 ゲンジョウ リュウツウ シャナイ チョウサ ケントウ		各メーカーより開発中のAI車内カメラの開発状況について説明を受け、検討を行った。 カク カイハツチュウ シャナイ カイハツ ジョウキョウ セツメイ ウ ケントウ オコナ		順調 ジュンチョウ				機器類展示会等で交通局の仕様に合う次世代ドライブレコーダーの調査をした。 キキルイ テンジカイ トウ コウツウキョク シヨウ ア		ドライブレコーダーの新機種を１台を交通局の教習車両（大型）に取り付け、使用方法や新機能の調査、要望などを課内で協議。
※新機能…映像取り込みについて、従来のハードディスクではなく、クラウド上から必要な映像を取得する等 シンキシュ ダイ コウツウキョク キョウシュウシャリョウ オオガタ ト ツ シヨウホウホウ シンキノウ チョウサ ヨウボウ カナイ キョウギ シンキノウ エイゾウ ト コ ジュウライ ジョウ ヒツヨウ エイゾウ シュトク トウ

						②		バス乗務員へのリアルタイムの注意喚起								・ICT技術を用いた運転支援の実施		システム推進課		追加のデバイスを導入することなく、更新を予定しているAGSに十分な機能が搭載されていることから、汎用品のAGS更新で対応する方針を確定。 ツイカ ドウニュウ コウシン ヨテイ ジュウブン キノウ トウサイ ハンヨウヒン コウシン タイオウ ホウシン カクテイ		Ｒ７年度・Ｒ８年度の調達スケジュールを作成し、契約に向けた実作業（仕様調整、発注契約事務）、契約後の全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算を確保。 ネンド ネンド チョウタツ サクセイ ケイヤク ム ジツサギョウ シヨウチョウセイ ハッチュウケイヤク ジム ケイヤクゴ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサン カクホ		順調 ジュンチョウ		競争入札（WTO）のため、希望する機能の仕様書への記載方法を検討する。 キョウソウニュウサツ シヨウショ		現在のAGS端末に拡張表示するための表示器（HUD）を追加するか、またはAGSの構成全てを置き換えが可能なのか再検討中。提供会社と継続的に打ち合わせ中。 ゲンザイ タンマツ カクチョウ ヒョウジ ヒョウジキ ツイカ コウセイ スベ オ カ カノウ サイ ケントウチュウ テイキョウカイシャ ケイゾクテキ ウ ア チュウ		仕様検討から調達、全車導入までのロードマップを作成。
予算の規模感を明確にし、令和７年度予算要求に向けて準備中。 シヨウケントウ チョウタツ ゼンシャ ドウニュウ ヨサン キボ カン メイカク レイワ ネンド ヨサンヨウキュウ ム ジュンビチュウ

						③		保守業務のDX化及び新技術導入の検討								・導入に向けて検討プロジェクトの実施（３件以上）		施設課		・DXを用いた鉄道施設管理手法の比較検討 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ヒカク ケントウ		・構造物検査の省人化を目指し、下記の新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を抽出する撮影技術の試験施工を実施
・ドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び現場職員のパイロット育成を実施
・軌道管理の効率化の検討 チュウシュツ オヨ ゲンバショクイン イクセイ		順調 ジュンチョウ				・DXを用いた鉄道施設管理手法の検討の推進 モチ テツドウ シセツ カンリ シュホウ ケントウ スイシン		・現場職員を交えたVプロジェクトを通して、下記のDX化及び新技術導入検討を行った。
・関内・伊勢佐木長者町駅間にて、コンクリートの浮きや漏水、ひび割れ等の変状を検知する撮影技術の試験施工を実施。
・令和６年度のドローンの試行導入に向けて、詳細検討及び予算要求等を実施
・軌道管理の効率化の検討
・エレベータ・エスカレータの遠隔監視・点検の検討





２　市民の足を守る

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				２　市民の足を守る シミン アシ マモ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）バスネットワークの最適化 サイテキカ

						①		バスネットワークの最適化 サイテキカ								・市内バスネットワークの全体最適化 シナイ ゼンタイサイテキカ		路線計画課 ロセン ケイカク カ		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
  ・2024年問題対応　▲290便　
〇令和６年４月22日減便
　・保土ケ谷営業所乗務員不足への対応　▲77便　
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足への対応　▲287便
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・効率化　▲23便
〇R６年度合計　▲677便（▲7.3％）		〇令和６年４月１日ダイヤ改正
　・2024年問題対策　夜間帯を中心とした減便
　　9,220便→8,930便　▲290便　▲3.1％
　・深夜バスの運行終了
〇令和６年４月22日乗務員不足対応
　・保土ケ谷営業所の大量退職者対応として間引
　　きダイヤ実施
　　8,930便→8,853便　▲77便　▲0.9％
〇令和６年10月１日ダイヤ改正
　・乗務員不足対応のため大幅な仕業削減を目的
　　とした減便を実施
　・136系統相鉄バスに移譲
　　8,853便→8,566便　▲287便　▲3.2％
  ※136系統移譲分を含む
〇令和７年３月15日ダイヤ改正
　・長距離路線の短絡　199系統短絡化し79系統
　　に統一
　　 8,566便→8,543便 ▲23便
〇R６年度合計
     9,220便→8,543便 ▲677便　▲7.9％

〇系統の短絡化
　・新規実施分
　　２、７、29、31、32、36、39、58、92、
    98、101、106、113、199、202、305、
    306系統

　・既存路線の拡大
　　20、25、41、45、73、89、112、318系統 レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ネン モンダイ タイサク ヤカン タイ チュウシン ゲンビン シンヤ ウンコウ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ジョウムイン フソク タイオウ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ ジョウムイン フソク タイオウ オオハバ シギョウサクゲン モクテキ ゲンビン ジッシ ビン ビン ビン ケイトウ イジョウブン フク レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ チョウキョリ ロセン タンラク ケイトウ タンラクカ ケイトウ トウイツ ビン ビン ビン ネンド ゴウケイ ビン ビン ビン シンキ ジッシブン ケイトウ キゾンロセン カクダイ ケイトウ		やや懸念あり ケネン		厳しい経営見直しや、乗務員確保の困難さが増す中で、さらなる運行便数の適正化等を図る必要がある。 キビ ケイエイ ミナオ ジョウムイン カクホ コンナン マ ナカ ウンコウ ビンスウ テキセイカ ナド ハカ ヒツヨウ		検討・実施 ケントウ ジッシ		〇令和５年４月３日ダイヤ改正　
・星川駅ターミナル改修に伴う短絡・経路変更
　22系統、25系統
・ピアライン廃止
〇令和５年７月１日ダイヤ改正
・40系統撤退
〇令和５年10月1日
・83系統移譲
〇令和５年12月23日
・新綱島駅開業に伴う減便・経路変更
　13系統、59系統
〇令和６年４月１日
・改善基準告示改正への対応として効率化
・9220便→8930便　▲290便　▲3.1％ レイワ ネン ガツ カ カイセイ ホシカワ エキ カイシュウ トモナ タンラク ケイロ ヘンコウ ケイトウ ケイトウ ハイシ レイワ ネン ガツ ニチ カイセイ テッタイ レイワ ネン ガツ ニチ ケイトウ イジョウ レイワ ネン ガツ ニチ シンツナシマエキ カイギョウ トモナ ゲンビン ケイロヘンコウ ケイトウ ケイトウ レイワ ネン ガツ ニチ カイゼンキジュン コクジ カイセイ タイオウ コウリツカ ビン ビン ビン

				（２）自然災害等への備え シゼン サイガイ トウ ソナ

						①		大規模地震や風水害へのハード対策の推進 ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン						・耐震補強工事実施率 約50％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		・耐震補強工事実施率 約60％ タイシンホキョウ コウジ ジッシ リツ ヤク		施設課 シセツカ		耐震補強工事実施率　55％		耐震補強工事を実施（8本）		順調 ジュンチョウ				耐震補強工事実施率　54％ タイシン ホキョウ コウジ ジッシリツ		耐震補強工事を実施（63本） タイシンホキョウコウジ ジッシ ホン

						②		自然災害・テロなどへのソフト対策強化 シゼン サイガイ タイサク キョウカ				大規模地震や風水害への対策の推進（バス事業） ダイキボ ジシン フウスイガイ タイサク スイシン ジギョウ				・地震津波行動マニュアル、風水害雪害行動マニュアルの見直し ジシンツナミ コウドウ フウスイガイ ユキ ガイ コウドウ ミナオ		運輸課 ウンユ カ		地震・津波初動対応マニュアルを制定 ジシン ツナミ ショドウタイオウ		・地震・津波発生時の乗務員の統一的行動を定めた「地震・津波初動対応マニュアル」を整理・作成した。
 ジシン ツナミ ハッセイジ ジョウムイン トウイツテキ コウドウ サダ ショドウタイオウ サクセイ		順調 ジュンチョウ		
・バス車両の避難場所の確保増強。

 シャリョウ ヒナンバショ カクホ ゾウキョウ		風水害雪害行動マニュアルを制定 フウスイガイ セツガイ コウドウ セイテイ		・営業所からもマニュアルに対する意見を募り、実際の運行管理に則したマニュアルとした。
・大型台風の接近を想定した車両退避訓練を実施した。 エイギョウショ タイ イケン ツノ ジッサイ ウンコウカンリ ソク オオガタタイフウ セッキン ソウテイ シャリョウタイヒクンレン ジッシ

												災害・テロ対策訓練の強化（地下鉄事業） サイガイ タイサク クンレン キョウカ チカテツ ジギョウ				・各所属の訓練や関係各所との合同訓練の実施
・マニュアルの見直し カクショゾク クンレン カンケイ カクショ ゴウドウ クンレン ジッシ ミナオ		運転課 ウンテンカ		各関係部署と自然災害対応訓練を実施 ブショ シゼン サイガイ タイオウ クンレン		・大雨の影響により倒木及び施設の損傷が発生した際の、関係各所の対応を図上訓練にて実施した。併せて、浸水対象駅においては実地にて止水板の設置を行った。
・地震発生に伴う大津波警報発令時の対応及び、避難誘導訓練を実車を使用して行った。 オオアメ エイキョウ トウボク オヨ シセツ ソンショウ ハッセイ サイ カンケイカクショ タイオウ ズジョウ クンレン ジッシ アワ シンスイ タイショウ エキ ジッチ シスイ イタ セッチ オコナ ジシン タイオウ オヨ ヒナン ユウドウ クンレン ジッシャ シヨウ オコナ		順調 ジュンチョウ		異常時総合訓練や夜間訓練では参加する職員が限られるため、訓練結果などを職員に広く共有することが課題です。 イジョウジ ソウゴウ クンレン ヤカン クンレン サンカ ショクイン カギ クンレンケッカ ショクイン ヒロ キョウユウ カダイ		・各関係機関との合同訓練を実施
・対応マニュアルの見直しを実施 カク カンケイキカン ゴウドウクンレン ジッシ タイオウ ミナオ ジッシ		・警察及び接続する鉄道会社と合同で、傷害事件発生時の対応訓練を実施した。（３回）
・職員が暴漢から身を守る方法について、警察の指導のもと、盾を使用した護身術の訓練を実施した。（２回）
・車内で傷害事件が発生した場合の対応マニュアルについて、訓練でのフィードバックを踏まえ見直しを実施した。 セツゾク テツドウ カイシャ カイ ショクイン ボウカン ミ マモ ホウホウ ケイサツ シドウ タテ シヨウ ゴシンジュツ クンレン ジッシ カイ シャナイ ショウガイジケン ハッセイ バアイ タイオウ クンレン フ ミナオ ジッシ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度				評価理由・具体的な取組（公表しない）





３　公営交通の責務

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				３　公営交通の責務 コウエイ コウツウ セキム																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						①		高速鉄道３号線延伸事業の推進 コウソク テツドウ ゴウ セン エンシン ジギョウ スイシン								・推進 スイシン		建設改良課 ケンセツ カイリョウ カ		　物価高騰やコロナの影響による社会情勢の変化など、顕在化した課題に対応するため、建設コストの徹底した削減や、まちづくりによる需要創出などの対応方針を横浜・川崎両市の副市長間で確認。
　それを受け、交通局では事業費削減に向けた設計精査、都市整備局では新駅周辺のまちづくりの検討を行うなど、事業計画の見直しを協議・調整		・物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減、受益者による新たな負担等）を検討中。
・今後の行政手続に必要な調査・設計を深度化するとともに、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めた。 ブッカコウトウ ケンザイカ カダイ ナカ ジギョウ サイサン セイ カクホ ム トシセイビキョク オヨ カワサキシ タイオウサク ジュエキシャ アラ フタン ケントウ チュウ コンゴ		懸念あり ケネン		物価高騰などの顕在化した課題の中、事業採算性の確保に向け、都市整備局及び川崎市とともに対応策を検討しているが、時間を要している。 ジカン ヨウ		推進 スイシン		・顕在化した新たな課題に対し、中長期的な状況を見極めつつ、都市整備局及び川崎市とともに対応策（将来の周辺まちづくりの検討による新たな需要創出、事業費縮減等）を検討。
・今後の行政手続等を見据え、国土交通省をはじめとした関係機関との協議・調整を進めたほか、調査・設計を深度化。

						②		駅の大規模改良工事 エキ ダイキボ カイリョウ コウジ								・上大岡駅、新横浜駅完了
・上永谷駅工事中
・戸塚駅設計着手 カミオオオカ エキ シンヨコハマ エキ カンリョウ カミナガヤ エキ コウジチュウ トツカ エキ セッケイ チャクシュ		建築課		上大岡駅：完了
新横浜駅：完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし カンリョウ		上大岡駅：予定通り完了（R5完了済）
新横浜駅：予定通り完了
上永谷駅：基本計画完了
戸塚駅：実施なし ヨテイドオ カンリョウズ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。 カミナガヤエキ キホンケイカク ジカン ヨウ ネンドナイ キホンセッケイ チャクシュ イタ コウジ チャクシュ ネンド ミコ		上大岡駅：完了
新横浜駅：工事中
上永谷駅：基本計画着手
戸塚駅：実施なし カミオオオカエキ カンリョウ シン ヨコハマ エキ コウジチュウ カミナガヤ エキ キホンケイカク チャクシュ トツカ エキ ジッシ		上大岡駅：予定どおり工事完了
新横浜駅：目標どおり工事継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
戸塚駅：実施なし カミオオオカ エキ ヨテイ コウジ カンリョウ シンヨコハマ エキ モクヒョウ コウジ ケイゾク チュウ カミナガヤエキ モクヒョウ キホンケイカク ケイゾクチュウ トツカエキ ジッシ

						③		最適な地下鉄ダイヤの提供 サイテキ チカテツ テイキョウ								・ダイヤ改正を実施 カイセイ ジッシ		運転課
(技)車両課 ウンテンカ ギ シャリョウカ		ダイヤ改正実施に向けて、各種データの精査、新ダイヤの作成 カイセイ ジッシ ム カクシュ セイサ シン サクセイ		ダイヤ改正に向けて、ご利用状況確認など様々な時間帯で乗車率調査を実施し、新ダイヤ策定作業を行いました。 カイセイ ム リヨウジョウキョウ カクニン サマザマ ジカンタイ ジョウシャリツチョウサ ジッシ シン サクテイ サギョウ オコナ		順調 ジュンチョウ				現行ダイヤの検証を実施した。 ゲンコウ ケンショウ ジッシ		・朝ラッシュ時間帯の乗車人員率調査を実施した。
・ブルーラインとグリーンラインの接続状況の確認した。 アサ ジカンタイ ジョウシャ ジンイン リツ チョウサ ジッシ セツゾク ジョウキョウ カクニン

						④		グリーンライン沿線のまちづくりへの貢献 エンセン コウケン				グリーンラインの６両化 リョウ カ		・３編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		・10編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		(技)車両課 ワザ クルマ		10編成での運行【完了】 ヘンセイ ウンコウ カンリョウ		令和６年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。令和６年度に６両化事業が完了した。 ケイ カイシ レイワ ネンド リョウ カ ジギョウ カンリョウ		順調 ジュンチョウ				６編成での運行 ヘンセイ ウンコウ		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した ケイ カイシ

												グリーンラインの子育て世代への支援 コソダ セダイ シエン		・車いす・ベビーカー優先スペース 68か所		・車いす・ベビーカー優先スペース 108か所 クルマ ユウセン ショ		(技)車両課		車いす・ベビーカー優先スペース 108か所【完了】 カンリョウ		令和５年度に４編成の６両化が完了し、計10編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。		順調 ジュンチョウ				車いす・ベビーカー優先スペース 92か所		令和５年度に３編成の６両化が完了し、計６編成での運行を開始した。１編成あたり４カ所（増備車は１両あたり２箇所）の車いす・ベビーカー優先スペースが増えた。

												グリーンライン沿線の子育てに関するプロモーションの実施 エンセン コソダ カン ジッシ				・グリーンライン沿線のプロモーションの推進 エンセン スイシン		総務課 ソウムカ		令和6年度内全4回広報誌ぐるっとにてグリーンライン沿線を施設を含め紹介。2万4000部を印刷・配架		春号・夏号については地産地消を題材に広く紹介。秋号に関してはグリーンラインで過ごす1日と題し、特集により子育てしやすい町を広く市民に広報した。		順調 ジュンチョウ		アンケート結果を見ても、ターゲットとしている年齢層には訴求しており順調。20代等の若年層の参加を増やしたい。 ダイ		交通局広報誌「ぐるっと」・Instagramにて積極的にグリーンライン沿線の情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ セッキョクテキ エンセン ジョウホウ ケイサイ		交通局広報誌「ぐるっと」にて、お子様が楽しめる沿線施設やイベントの情報を掲載。 コウツウキョク コウホウシ コサマ タノ エンセン シセツ ジョウホウ ケイサイ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）横浜市中期計画「基本戦略」に掲げるまちの実現 ヨコハマシ チュウキ ケイカク キホン センリャク カカ ジツゲン

						⑤		まちづくりとの連携 レンケイ								・下飯田駅の工事着手
・関内駅出入口等改修の検討 シモイイダ エキ コウジ チャクシュ カンナイエキ デイリグチ トウ カイシュウ ケントウ		建築課
建築改良課 ケンチク カイリョウ カ		下飯田駅：設計完了、工事着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		下飯田駅：予定通り設計完了、工事着手
関内駅：基本協定の締結及び出入口等改修の設計に必要な試掘を実施した シモイイダ エキ ヨテイドオ セッケイカンリョウ コウジ チャクシュ		順調 ジュンチョウ		関内駅：相手方と費用負担等について合意が必要。		下飯田駅：設計着手
関内駅：改修案検討 シモイイダ エキ セッケイ チャクシュ カンナイエキ カイシュウアン ケントウ		下飯田駅：設計委託にて改修内容を検討
関内駅：エスカレーターを追加した出入口改修配置案の検討 シモイイダエキ セッケイ イタク カイシュウ ナイヨウ ケントウ カンナイ エキ ツイカ デイリグチ カイシュウ ハイチ アン ケントウ

						⑥		マストランジット（大量輸送機関）としての地域交通への役割発揮 タイリョウ ユソウ キカン チイキ コウツウ ヤクワリ ハッキ								・他の交通モードとの連携実施 タ コウツウ レンケイ ジッシ		路線計画課 ロセン ケイカクカ		既存停留所の共有 キゾン テイリュウジョ キョウユウ		・既存停留所の共有
　みんなのおでかけ交通事業（都市整備局）で運営している乗合バス「おおたループバス」（ワゴン型車両）と「久保山霊堂前」（32系統）停留所を共有している。
・特定輸送化
　港湾路線66系統は、特定輸送化に向けて調整中 トシ セイビ キョク ウンエイ クボヤマ レイドウ マエ ケイトウ テイリュウジョ キョウユウ トクテイ ユソウ コウワンロセン ケイトウ トクテイ ユソウ カ ム チョウセイ ナカ		順調 ジュンチョウ				検討・実施 ケントウ ジッシ		・AMITとの連携
・181系統沿線企業の特定輸送参入の調整
・港湾路線17系統・109系統　貸切などの代替え手段について調整 ケイトウ エンセンキギョウ トクテイ ユソウ サンニュウ チョウセイ

						⑦		市内中小企業振興に向けた取組 シナイ チュウショウ キギョウ シンコウ ム ト ク						・発注額（単年度） 4.8億円 ハッチュウガク タンネンド オクエン		・計画期間中累計 20億円 ケイカクキカン チュウ ルイケイ オクエン		経営管理課 ケイエイカンリカ		市内中小企業への発注額15.9億円(累計）		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。		順調 ジュンチョウ				市内中小企業への発注額9.1億円		・市内経済活性化の観点から、分離・分割発注を進めるなど市内事業者への優先発注に努め、市内中小企業振興に寄与できた。
・目標を上回る実績をあげることができ、引き続き市内事業者への優先発注に取り組む。

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）脱炭素社会の実現に向けた取組 ダツ タンソ シャカイ ジツゲン ム トリクミ

						①		地下鉄照明のLED化 チカテツ ショウメイ カ						・駅照明：56％
・トンネル照明：０％
・基地等照明（水銀灯のみ）：81％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		・駅照明：78％
・トンネル照明：55％
・基地等照明（水銀灯のみ）：100％ エキ ショウメイ ショウメイ キチ トウ ショウメイ スイギントウ		電気課 デンキカ		駅照明       　　　　　 ：74.3％
トンネル照明 　　　　　 ：27.6％
基地等照明（水銀灯のみ）：95.1％ スイギントウ		・駅照明：湘南台、港南中央、戸塚、桜木町、北新横浜、新横浜、新羽、センター南、都筑ふれあいの丘、川和町
・トンネル照明：湘南台～上永谷
・基地等照明（水銀灯のみ）：上永谷車両基地の施工中 ショウナンダイ コウナンチュウオウ トツカ サクラギチョウ キタシンヨコハマ シンヨコハマ ニッパ ミナミ ツヅキ オカ カワワチョウ ショウナンダイ カミナガヤ スイギントウ セコウチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		駅照明       ：60.7％
トンネル照明 ：0％
基地等照明   ：95.1％		・駅照明：踊場・伊勢佐木長者町・弘明寺・横浜・川和車両基地・中山
  都筑ふれあいの丘・北山田・東山田
・トンネル照明：設計・発注を行い工事着手。現在、施工中
・基地等照明：上永谷車両基地は、Ｒ５年度は契約不調。

						②		グリーンライン実質CO₂排出ゼロで運行 ジッシツ ハイシュツ ウンコウ								・非化石証書の継続利用 ヒカセキ ショウショ ケイゾク リヨウ		電気課 デンキカ		グリーンラインについて非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		・資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から継続して非化石証書の引渡しを受けている
・非化石証書を活用したCO2フロー電力の調達により、ブルーラインについてもCO2排出ゼロで運行できるよう発注 シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ケイゾク ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ ヒカセキショウショ カツヨウ デンリョク チョウタツ ハイシュツ ウンコウ ハッチュウ		順調 ジュンチョウ		なし		非化石証書導入により実質CO2排出ゼロで運行済 ヒカセキ ショウショ ドウニュウ ジッシツ ズ		資源循環局との「非FIT非化石証書活用に係る確認書」に基づき、令和５年４月１日から非化石証書の引渡しを受けている シゲンジュンカンキョク ヒ ヒカセキ ショウショ カツヨウ カカ カクニンショ モト レイワ ネン ガツ ニチ ヒカセキショウショ ヒ ワタ ウ

						③		環境に配慮したバス車両の計画的な更新 カンキョウ ハイリョ シャリョウ ケイカクテキ コウシン				バス事業における脱炭素に向けた取組の加速化 ジギョウ ダツ タンソ ム トリクミ カソク カ		・ハイブリッドバス在籍数全体の６％ ザイセキ スウ ゼンタイ		・ハイブリッドバス在籍数全体の35％ ザイセキ スウ ゼンタイ		(自)車両課 ジ		・ハイブリッドバス在籍数全体の12％
　合計94両 ザイセキスウ ゼンタイ ゴウケイ リョウ		・新車２両更新、うちハイブリッドバス２両
※ハイブリットバスは、HL2型の車両数 シンシャ リョウ コウシン リョウ ガタ シャリョウスウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		ハイブリッドバス在籍数全体の12％ ザイセキ スウ ゼンタイ		新車42両更新（内ハイブリッドバス42両） シンシャ リョウ コウシン ウチ リョウ

												環境にやさしいハイブリッドバスの導入（あかいくつ） カンキョウ ドウニュウ		・あかいくつ(HV)導入数 ０両 ドウニュウスウ リョウ		・あかいくつ(HV)導入数 ６両 ドウニュウスウ リョウ		(自)車両課 ジ		・あかいくつ（HV）２両更新 リョウコウシン		・あかいくつ（HV）２両更新し、合計４両となった。 ゴウケイ リョウ		懸念あり ケネン		・製造メーカーが車両の生産を中止したため、供給が見通せない セイゾウ シャリョウ セイサン チュウシ キョウキュウ ミトオ		あかいくつ(HV)導入数 ２両 ドウニュウスウ リョウ		あかいくつ(HV)２両更新 リョウ コウシン



				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ										Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）施設の更なるバリアフリー化 シセツ サラ カ

						①		駅ホームと車両の段差・隙間の縮小						・対応駅 １/32駅 タイオウ エキ エキ		・全駅完了 32/32駅 ゼンエキ カンリョウ エキ		建築課		15駅完了 エキ カンリョウ		15駅完了、９駅工事契約締結。		順調 ジュンチョウ				２駅完了 エキ カンリョウ		１駅完了、４駅工事契約締結。 エキ カンリョウ エキ コウジ ケイヤク テイケツ

						②		駅エレベーター・エスカレーターの更新								・エレベーター13基更新
・エスカレーター16基更新		建築課		エレベーター７基更新完了
エスカレーター８基更新完了 キ コウシン カンリョウ キ コウシン カンリョウ		【エレベーター】２基更新（中川２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】５基更新（下町４、新横浜１）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） ナカガワ シンヨコハマ キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ		順調 ジュンチョウ				エレベーター５基更新
エスカレーター３基更新 キ コウシン キ コウシン		【エレベーター】５基更新（湘南１、仲町２、大岡２）
　各昇降機メーカー技術者空き状況確認
【エスカレーター】３基更新（下町３）
　既存昇降機メーカーと施工時期調整（随契のため） キゾンショウコウキ セコウジキ チョウセイ ズイケイ

						③		駅トイレのバリアフリー化								・新羽駅完了
・上永谷駅、三ッ沢下町駅工事着手		建築課
駅務管理所 エキムカンリショ		【バリアフリー化】
新羽駅：設計完了
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 カンリョウ カンリョウ		新羽駅：駅トイレ部分は設計完了（設計委託全体は継続中）
上永谷駅：基本計画完了
三ッ沢下町駅：実施なし


【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
 エキ ブブン セッケイカンリョウ セッケイ イタク ゼンタイ ケイゾク チュウ		順調 ジュンチョウ		上永谷駅基本計画に時間を要したため、R6年度内の基本設計着手に至らなかった。そのため、工事着手がR9年度になる見込み。		【バリアフリー化】
新羽駅：設計着手
上永谷駅：基本計画着手
三ッ沢下町駅：実施なし

【駅の美化等】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施 カ ニッパエキ セッケイチャクシュ カミナガヤエキ キホンケイカクチャクシュ ミツザワ シモチョウ エキ ビカ トウ		新羽駅：目標どおり設計継続中
上永谷駅：目標どおり基本計画継続中
三ッ沢下町駅：実施なし

【その他】
・全40駅でトイレ特別清掃を実施
・全40駅のトイレに衛生設備機器を設置
・多機能トイレのない駅の男性トイレ個室にサニタリーボックスを新た　　に設置
・駅清掃に関して、コンサルティング事業者によるコンサルを実施。日常清掃、夜間清掃、高所清掃それぞれにおいて、コンサルティング事業者によるコンサルを実施し、６年度仕様書に反映 ニッパ エキ セッケイ ケイゾクチュウ ミツザワシモチョウ エキ ジッシ タ



				事業 ジギョウ												事業目標 ジギョウ モクヒョウ		所管課 ショカン カ		R4実績 ジッセキ		R4進捗度

																						　





４　財務基盤の強化

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				４　財務基盤の強化 ザイム キバン キョウカ																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						①		資産の有効活用による収益の向上 シサン ユウコウ カツヨウ シュウエキ コウジョウ				駅構内及び高架下等の活用による沿線の活性化 エキコウナイ オヨ コウカシタ トウ カツヨウ エンセン カッセイ カ				・上大岡駅、センター北駅　新区画活用
・センター南北高架下全区画活用 カミオオオカエキ キタエキ シン クカク カツヨウ ナンボク コウカシタ ゼン クカク カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・上大岡駅は令和６年６月にコンビニエンスストアが開業、センター北駅は令和７年７月ドラッグストア開業に向けて工事を実施。
・センター南北駅間高架下33区画のひろば整備に関してパートナー事業者を選定し、合意書締結の調整を進めた。 レイワ ネン ガツ カイギョウ レイワ ネン ガツ カイギョウ ム ナンボクエキカン コウカシタ カン ジギョウシャ センテイ ゴウイショ テイケツ チョウセイ スス		・上大岡駅は令和６年６月にセブン-イレブンが開業、センター北駅は令和７年７月クリエイト（ドラッグストア）開業に向けて工事中。
・33区画ひろば整備について株式会社ボッシュを選定、年度末までに合意書の調整を行った。 センテイ ネンド マツ ゴウイショ チョウセイ オコナ		順調 ジュンチョウ		・33区画ひろば整備について、公募時は令和７年３月末完成を想定していたが、株式会社ボッシュの意思決定、当課との調整に時間がかかっている。 クカク セイビ コウボジ レイワ ネン ガツ マツ カンセイ ソウテイ カブシキガイシャ イシケッテイ トウカ チョウセイ ジカン		・上大岡駅、センター北駅：事業者が決定し、店舗活用の準備中
・33区画ひろば整備：事業者募集開始 カミオオオカエキ キタエキ ジギョウシャ ケッテイ テンポ カツヨウ ジュンビ チュウ クカク セイビ ジギョウシャ ボシュウ カイシ		・設計協議完了（上大岡駅）
・事業者募集を行い、事業者決定（センター北駅）
・33区画ひろば整備について事業者募集開始（センター南北高架下） セッケイ キョウギ カンリョウ カミオオオカ エキ ジギョウシャボシュウ オコナ ジギョウシャ ケッテイ キタエキ クカク セイビ ジギョウシャボシュウ カイシ ナンボク コウカシタ

												駅構内スペースの一時利用・ワゴン販売の促進 エキコウナイ イチジ リヨウ ハンバイ ソクシン		・一時利用・ワゴン販売収入 28百万円		・一時利用・ワゴン販売収入 34百万円 イチジ リヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・R6年度一時利用・ワゴン販売収入　28百万円 ネンド イチジリヨウ ハンバイ シュウニュウ ヒャクマンエン		・ショップカウンター利用開始
・初回割引の実施
・物販事業者向け歩合使用料を新設
・横浜駅地下１階にカプセルトイコーナーを設置する等、区画を活用 リヨウカイシ ショカイワリビキ ジッシ ブッパン ジギョウシャ ム ブアイシヨウリョウ シンセツ ヨコハマエキ チカ カイ セッチ トウ クカク カツヨウ		やや懸念あり ケネン		６年度はショップカウンターの導入及び物販向け歩合使用料の新設により、新たな顧客の獲得することができたため、今後はリピーターの増加が課題となる。加えて、さらなる収益増加に向けて、引き続き新規顧客の獲得に向けた取組も実施する必要がある。
スペースによっては地元の強い意向により出店業種・日数・出店場所が制限されることもあり、減収要因となる。新規スペースのオープン、他スペースへの誘導等対策を講じる必要がある。 ネン ド ドウニュウ オヨ ブッパン ム ブアイシヨウリョウ シンセツ アラ コキャク カクトク コンゴ ゾウカ カダイ クワ シュウエキ ゾウカ ム ヒ ツヅ シンキコキャク カクトク ム トリクミ ジッシ ヒツヨウ ジモト ツヨ イコウ シュッテン ギョウシュ ニッスウ シュッテン バショ セイゲン ゲンシュウヨウイン シンキ タ ユウドウ トウ タイサク コウ ヒツヨウ		一時利用・ワゴン販売収入 19百万円		・新規一時利用スペースの開設（日吉駅）
・メールマガジン、LINEによる広報
・ショップカウンター利用開始に向けた準備 シンキイチジリヨウ カイセツ ヒヨシエキ コウホウ リヨウカイシ ム ジュンビ

												トンネル上用地等の活用 ジョウ ヨウチナド カツヨウ				・下飯田駅周辺土地の活用 シモイイダ エキ シュウヘン トチ カツヨウ		資産活用課 シサンカツヨウ カ		・土地の条件を整理し、活用の方向性を定めた。 トチ ジョウケン セイリ カツヨウ ホウコウセイ サダ		・５つある土地のうち下飯田駅に近い３つの土地の活用を進めることとし、当局から横浜交通開発㈱に活用を依頼することとした。令和７年度に横浜交通開発㈱はコンサルタント会社に委託して建築物の規模、想定用途等の活用条件を整理する予定。 トチ シモイイダ エキ チカ トチ カツヨウ スス トウキョク ヨコハマコウツウカイハツ カツヨウ イライ レイワ ネンド ヨコハマコウツウカイハツ ガイシャ イタク ケンチクブツ キボ ソウテイ ヨウト トウ カツヨウ ジョウケン セイリ ヨテイ		やや懸念あり ケネン		令和６年７月にショッピングモール「ソラトス」が開業し下飯田駅の月間乗降人員数は、21万人から28万人に増加したが、ブルーラインでは舞岡（18万人）に次ぎ少ない乗降人員であり、事業者が出店を控える可能性がある。駅周辺でマンション開発が進められており、乗降人員が増加する要素はあるが、事業者募集のタイミングを見極める必要がある。
 レイワ ネン ガツ カイギョウ ジギョウシャ シュッテン ヒカ カノウセイ ジョウコウジンイン ゾウカ ヨウソ ジギョウシャボシュウ		未活用 ミカツヨウ		・対象土地が区画整理事業対象地を含むため境界立会実施
・活用準備に向けた測量等必要経費を予算計上 タイショウトチ クカクセイリジギョウタイショウチ フク キョウカイタチアイ ジッシ カツヨウジュンビ ム ソクリョウトウ ヒツヨウケイヒ ヨサンケイジョウ

						②		広告事業の積極的な展開 コウコク ジギョウ セッキョクテキ テンカイ						・広告料収入 635百万円		・広告料収入 667百万円 コウコク リョウ シュウニュウ ヒャク マン エン		資産活用課 シサンカツヨウ カ		広告料収入　719百万円
（R5年度比12.6％増）		・横浜駅のデジタルサイネージを買取からオープンへ変更
・GREEN×EXPO2027の広報に協力（ラッピングバス100両、ステップ広告、地下鉄車体ステッカー、アドトレイン等）
・BL　電飾看板のLED化 カイトリ ヘンコウ コウホウ キョウリョク リョウ コウコク チカテツ シャタイ トウ デンショクカンバン カ		順調 ジュンチョウ		令和７年度は、伸長するデジタル媒体の更なる売上向上に加え、GREEN×EXPOの大規模広告（ラッピングバス・アドトレイン）の継続・拡大が見込まれる。
これまでの実績を元に広告媒体を整理し、より収益を得られる媒体への更新（電飾看板のLED化や既存看板等のデジタルサイネージへの転換）を行う。
長期的課題として、横浜駅B1の耐震工事による周辺活用と連携し、広告利用を検討する。 ケイゾク カクダイ ジッセキ モト コウコク バイタイ セイリ バイタイ コウシン デンショク カンバン カ キゾン カンバントウ テンカン オコナ チョウキテキカダイ ヨコハマエキ タイシンコウジ シュウヘン カツヨウ レンケイ コウコク リヨウ ケントウ		広告料収入　641百万円
（R4年度比1％増） コウコクリョウシュウニュウ ヒャクマンエン ネンド ヒ ゾウ		・新横浜駅改良工事後の新設サイネージ・看板販売促進
・横浜駅サイネージ、上大岡駅看板リニューアル
・紙媒体を中心としたキャンペーン施策の実施 シンヨコハマエキ カイリョウコウジ ゴ シンセツ カンバン ハンバイソクシン ヨコハマエキ カミオオオカエキ カンバン

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						③		決済サービス拡充の検討・実施 ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ								・決済サービス拡充の検討・実施（バス・地下鉄） ケッサイ カクジュウ ケントウ ジッシ チカテツ		★(自)営業課
★(鉄)営業課
システム推進課 ジ テツ エイギョウカ		【バス】
・令和６年11月６日よりベイサイドブルーにて、敬老パス端末を活用した二次元バーコード決済の実証実験を開始
【地下鉄】
・令和６年12月４日から、クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを市営地下鉄全40駅で導入
・令和７年３月12日から、１日（始発から終電まで）に乗車した運賃の総額が740円を超えた場合、超過分の運賃を割り引くサービスを開始		二次元バーコード決済で利用できるブランドは、PayPay、d払い、楽天ペイ、auPay、メルペイの国内５ブランドと、WeChat Pay、Alipay、PromptPay、JKOPay、GLNPayの国外５ブランド。

・本サービスの導入に伴い、新たな規程の制定及び既存条例・規程の改正を実施した。
・運用マニュアル等を作成し、駅への共有を行った。
・事前に記者発表を行い、サービス開始日や利用方法等の情報を周知した。
・サービス開始直前に、主要駅においてポスターの連貼りを行い、特別なプロモーションを行った。 ホン ドウニュウ トモナ アラ キテイ セイテイ オヨ キゾン ジョウレイ キテイ カイセイ ジッシ ウンヨウ トウ サクセイ エキ キョウユウ オコナ ジゼン キシャハッピョウ オコナ カイシ ビ リヨウホウホウ トウ ジョウホウ シュウチ カイシ チョクゼン シュヨウエキ		順調 ジュンチョウ		クレジットカード等のタッチ決済の機器について、不具合が多発しているため、更新が必要となっている、また、二次元バーコード決済については、現在決済完了まで３秒程度かかっているため、更なる決済速度の向上が必須になっている。
クレジットカード等のタッチ決済及び二次元バーコード決済は現状、観光系路線（ベイサイドブルー等）にとどまっており、他の路線へ拡大を行うか否かが課題となっている。

・本サービスの利用促進のため、お客様に対する効果的なプロモーションを継続的に実施する必要がある。
・お客様にとってより効果的なサービスとなるよう、導入後の事業展開を継続的に検討・実施していく必要がある。		【バス】
・７月14日よりぶらり野毛山動物園BUSにて、クレジットカードなどのタッチ決済のサービス開始
・クレジットカードなどのタッチ決済において、12月１日からブランドの拡大。
【地下鉄】
クレジットカード等のタッチ決済機能を活用した乗車サービスを、令和６年中に市営地下鉄全40駅で導入することを決定した。		【バス】
現状、利用できる国際カードブランドは、Visa、JCB、American Express、Diners Club、Discover及び銀聯の６ブランド。
【地下鉄】
・本サービスを導入済み及び導入予定の鉄道事業者に対しヒアリングを行い、検討材料となる情報の収集を行った。
・本サービス導入を決定した旨の記者発表を行った。
・本サービスを導入するうえでの諸課題に対し、解決のための検討を進めた。 チカテツ

						④		バス事業の収益向上に関する新たな取組 ジギョウ シュウエキ コウジョウ カン アラ トリクミ				市営バスでの貨客混載事業 シエイ カ キャク コンサイ ジギョウ				・貨客混載事業の検討・実施 カ キャク コンサイ ジギョウ ケントウ ジッシ		(自)営業課 ジ エイギョウ		令和６年４月より実証実験を開始し、荷物のみでの運搬を行うための課題等の検証を行った。 レイワ ネン ガツ ジッショウジッケン カイシ ニモツ ウンパン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		引き続き相手団体と、調整をしながら取組を進める。
R６：24回実施 ヒ ツヅ アイテ ダンタイ チョウセイ トリクミ スス カイ ジッシ		懸念あり ケネン		荷物の積込み・積み下ろしの方法と、料金の設定や支払方法の設定が課題となっている。 ニモツ ツミコ ツ オ ホウホウ リョウキン セッテイ シハライ ホウホウ セッテイ カダイ		トライアル実証実験を実施し、R6年度からの実証実験を行うための課題等の検証を行った。 ジッショウ ジッケン ジッシ ネンド ジッショウ ジッケン オコナ カダイ トウ ケンショウ オコナ		協力企業・団体と協議・調整を重ね、令和6年2月から82系統の日枝橋～横浜駅西口でトライアル実証実験を開始。また、令和6年度の記者発表と実証実験開始に向けた準備を行った。 キョウリョクキギョウ ダンタイ キョウギ チョウセイ カサ レイワ ネン ガツ ケイトウ ヒエバシ ヨコハマエキ ニシグチ ジッショウジッケン カイシ レイワ ネンド キシャハッピョウ ジッショウジッケン カイシ ム ジュンビ オコナ

												折返場の有効活用 オリ ヘン ジョウ ユウコウ カツヨウ				・バス折返場の有効活用 オリカエ ジョウ ユウコウ カツヨウ		(自)営業課
★資産活用課 ジ シサン カツヨウカ		・菅田町バス折返し場を廃止した。
・折返し場跡地の有効活用に向け測量を実施した。 スゲタチョウ オリカエ ジョウ ハイシ ソクリョウ ジッシ		・折返し場跡地の活用に向け令和６年度当該用地の測量が完了した。
・折返し場跡地の樹木の伐採及びバリケードの設置が完了した。 オリカエ ジョウ アトチ カツヨウ ム レイワ ネンド トウガイヨウチ ソクリョウ カンリョウ オリカエ ジョウ アトチ ジュモク バッサイ オヨ セッチ カンリョウ		順調 ジュンチョウ		・折返し場跡地の有効活用に向け、公募条件の整理を進めていくが、周辺施設の状況を配慮して決定する必要がある。
・詰所の撤去については撤去の設計が令和７年度、撤去工事が令和８年度早々になるため、スケジュールに留意する必要がある。 オリカエ ジョウ アトチ ユウコウカツヨウ ム コウボ ジョウケン セイリ スス シュウヘンシセツ ジョウキョウ ハイリョ ケッテイ ヒツヨウ ツメショ テッキョ テッキョ セッケイ レイワ ネンド テッキョ コウジ レイワ ネンド ソウソウ リュウイ ヒツヨウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討した。 スゲタ セツ ヘン ジョウ ダイガ ニシ スゲタ ダンチ カンレン ロセン キシュウテン ミナオ ケントウ		菅田折返場の代替えとして、西菅田団地を関連路線の起終点とする見直しを検討。菅田折返場を起終点としている路線のダイヤ検証を行い、令和６年４月のダイヤ改正での実施に向け準備を進めた。 スゲタ オリカエ バ キシュウテン ロセン ケンショウ オコナ ジュンビ スス

												あかいくつ・BAYSIDE BLUEへの乗車促進（車体への二次元コード等の掲出） ジョウシャ ソクシン シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ				・車体への二次元コード等掲出による乗車促進 シャタイ ニジゲン ナド ケイシュツ ジョウシャ ソクシン		(自)営業課
(観光貸切担当) ジ エイギョウ カ カンコウ カシキリ タントウ		・二次元コードの掲出は課題があることが判明したため、乗車促進の代替策を検討 ケイシュツ カダイ ハンメイ ジョウシャ ソクシン ダイタイ サク ケントウ		・車体の二次元コード掲出について関係各所に調整、確認した結果、都市整備局からNGがでたため掲出を見送る。 シャタイ ニジゲン ケイシュツ カンケイ カクショ チョウセイ カクニン ケッカ トシセイビキョク ケイシュツ ミオク		懸念あり ケネン		・ハマバス（https://navi.hamabus.city.yokohama.lg.jp/koutuu/pc/map/Top）のポップアップ等で、観光系路線の案内を強化。 トウ カンコウケイロセン アンナイ キョウカ		二次元コードの掲載に向けて、関係課等と調整中 ニジゲン ケイサイ ム カンケイ カ トウ チョウセイ チュウ		・掲出リスクを抽出し、関係課等に確認を行う。
・二次元コードからの遷移先のサイトを検討する。 ケイシュツ チュウシュツ カンケイカトウ カクニン オコナ ニジゲン センイ サキ ケントウ

						⑤		市営バスにおける観光事業の促進 シエイ カンコウ ジギョウ ソクシン						・貸切バス収入額 ４億円		・貸切バス収入額10％増 カシキリ シュウニュウガク ゾウ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・貸切バス収入 17.3%増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比）		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
（新規貸切　横浜雙葉小学校）
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R6 306,867千（税抜）
R4 261,714千（税抜）

(R6-R4)/R4×100＝17.3％		やや懸念あり ケネン		R6はR5に比べ、客船の入港が減となった。　　　　　【客船前年度比】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6　16,580千（税抜）　運行台数　269台　　　　　　　　　　　　　　　　R5　28,016千（税抜）　運行台数　439台　　　　　　　　　　　　　　　　　　また今後、国による下限運賃の見直しを考慮しながら、交通局としての運賃を決定していくことになる。企業貸切については、前回同様に調整が必須である。 クラ キャクセン ニュウコウ ゲン キャクセン ゼンネンド ヒ セン ゼイヌ ウンコウダイスウ ダイ セン ウンコウダイスウ ダイ コンゴ クニ カゲン ウンチン ミナオ コウリョ コウツウ キョク ウンチン ケッテイ キギョウカシキリ ゼンカイ ドウヨウ チョウセイ ヒッス		貸切バス収入 7.7％増
（コロナワクチンシャトルバスを除くＲ４年比） カシキリ シュウニュウ ゾウ ノゾ ネン

溝口 美鈴: 『ワクチン抜きなら何％？』

R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）
内、ワクチン100,780千
→261,714千

(R5-R4)/R4×100＝7.7％
		・防災センターとの連携による防災センターへの遠足貸切受注
・企業輸送の既存顧客の継続受注及び新たな顧客からの新規受注
・大型イベント等での受注・運行

【算出方法】
R5 281,892千（税抜）
R4 362,494千（税抜）（内、ワクチン100,780千）
→261,714千
(R5-R4)/R4×100＝7.7％ ボウサイ レンケイ ボウサイ エンソク カシキリ ジュチュウ キギョウユソウ キゾンコキャク ケイゾクジュチュウ オヨ アラ コキャク シンキ ジュチュウ オオガタ トウ ジュチュウ ウンコウ サンシュツ ホウホウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）増収に向けた取組 ゾウシュウ ム トリクミ

						⑥		みなとぶらりチケットを活用したにぎわいの創出 カツヨウ ソウシュツ				まちを楽しむ「みなとぶらりチケット」の販売促進 タノ ハンバイ ソクシン		・販売数 64,481枚（デジタルチケット7,254枚）		・販売数 10万枚(デジタルチケット20,000枚) ハンバイスウ マンマイ マイ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・販売数　52,878枚（デジタルチケット 6,396枚）
・みなとぶらりチケット特定サービス提携店９件増
・令和６年４月１日に料金改定を行い、適用エリアを拡大 トクテイ テイケイ テン ケン ゾウ オコナ		・令和６年４月１日に料金改定（500円→700円）し、適用エリアを拡大
・各種イベントと連携した特別デザイン券８種を発行し、１万４千枚発売。
・６年度拡大適用エリア内の店舗・施設９先で特典提携を開始。利便性向上を図った。 テキヨウ		やや懸念あり ケネン		・特典提携先の拡大、イベントとのタイアップ、広報連携による露出で、販売数増を目指す。		販売数　90,155枚
（デジタルチケット10,255枚） ハンバイスウ マイ マイ		・にぎわい局との連携を強化した企画券の開発
・マイルートと連携したＰＲ
・特典提携店の拡大（約80→120超） キョク レンケイ キョウカ キカクケン カイハツ レンケイ トクテンテイケイテン カクダイ ヤク チョウ

												みなとぶらりチケットの提携ホテルとの宿泊プランの推進 テイケイ シュクハク スイシン		・取扱宿泊プラン提携ホテル７か所		・取扱宿泊プラン提携ホテル14か所 トリアツカイ シュクハク テイケイ ショ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・令和６年度末までに、15か所でセット販売を実施 レイワ ネンドマツ ショ ハンバイ ジッシ		・６年度は、提携ホテル１先を拡大 ネンド テイケイ サキ カクダイ

大木 健太郎: ・ブリーズベイホテル
・新横浜グレイスホテル
・ホテルニューグランド
・ニューオータニイン横浜プレミアム
・横浜桜木町ワシントンホテル
・新横浜プリンスホテル
・リッチモンドホテル横浜駅前
・リッチモンドホテル横浜馬車道
・横浜マンダリンホテル
・ホテルプラム
・京急ＥＸイン横浜駅前
・横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
・ラグナスイート新横浜
・ホテルアソシア新横浜
・ホテルJALシティ関内横浜←R6新規		順調 ジュンチョウ				宿泊プラン提携ホテル数７か所 シュクハク テイケイ スウ ショ		・宿泊プラン提携ホテル数は同一であるが、販売委託先ホテルは３件増加。 ドウイツ

												スマートフォンアプリとの連携によるデジタル化促進		・みなとぶらりチケットデジタル化率 11％		・みなとぶらりチケットデジタル化率 20％ カ リツ		(自)営業課
(観光貸切担当)		・デジタル化率 12.1%（6,396/52,878枚）
・デジタルチケットの新たな販路として２事業者で取り扱いを開始 アラ ハンロ ジギョウシャ ト アツカ カイシ		・インバウンド向け旅行サイト「Klook」や、新デジタルチケット販売プラットフォーム「アットヨコハマ」でデジタルチケットを新規取り扱い開始。 ム リョコウ		順調 ジュンチョウ				デジタル化率 11.4％
（10,255/90,155枚） マイ		・マイルートと連携したプロモーションを展開
・デジタルチケット購入のための電子決済方法追加の検討 レンケイ テンカイ コウニュウ デンシケッサイ ホウホウ ツイカ ケントウ

						⑦		市営交通のファン層の獲得 シエイ コウツウ ソウ カクトク								・ファン獲得に向けた各種イベント・企画の推進 カクトク ム カクシュ キカク スイシン		(自)営業課
(観光貸切担当)		・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施
・不要となったバス関連の部品や備品の売却
・他の交通事業者と共同でのイベント開催
・市営バスコレクションカードの配布 ハイフ		・横浜市交通局協力会と連携し、観光バス型のリムジンバスや、廃車が決まっている路線バス型の車両を使用したオリジナルツアーを実施
（1）3000A形　走行音録音！ 待望の音鉄ツアー 　　　　　　　　　　　　　　（2）あかいくつ20周年記念ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ブルーライン車両基地特別見学会

・不要となったバス関連の部品や備品の売却イベントを実施
（1）たまプラーザ発バスグッズフェア
（2）Sagami RailWay Presents!星川駅に来てqlay☆～星川駅の電車・バス大集合～2024
（3）バス利用感謝デー2024
（4）横浜市交通局×東急バス 部品・備品・グッズ販売会2025
（5）神奈中商事バスマニアックス ジッシ シャリョウキチ トクベツ ケンガクカイ フヨウ カンレン ブヒン ビヒン バイキャク ジッシ		順調 ジュンチョウ				・市営バスコレクションカードの作成を企画中
・横浜市交通局協力会と連携した独自のツアー実施		・コレクションカードの実施方法（配布方法等）の検討
・横浜市交通局協力会と連携し、市営リムジンバスを使用したオリジナルツアーを造成
（例）市営地下鉄ブルーラインと湘南モノレール見学ツアー、
　　　市営地下鉄車両基地撮影会ツアー、
　　　あかいくつと神奈川臨海鉄道ツアー

						⑧		乗車券制度の検討 ジョウシャケン セイド ケントウ								・乗車券制度の見直しの必要性について検討 ジョウシャケン セイド ミナオ ヒツヨウセイ ケントウ		★経営管理課
(自)営業課
(鉄)営業課 ケイエイカンリカ テツ		割引施策等の見直しの実施（市営バス・地下鉄連絡定期券の廃止、精神障害者割引制度の導入）		・バス地下鉄連絡定期券の発売を終了した（令和７年３月31日をもって発売終了）
・精神障害者手帳１級をお持ちの方が新たに障害者用ICカードの発行対象となることに伴い、地下鉄・バスにおいて精神障害者割引（従来の障害者割引と同水準）を導入することとし、条例改正を実施した（令和７年４月１日から適用）

現場への周知やお客様広報、バス共通ICカード協会との調整、運賃箱システムの更新などを行った。 チカテツ レンラク テイキケン ハツバイ シュウリョウ レイワ ネン ガツ ニチ ハツバイ シュウリョウ セイシンショウガイシャ テチョウ キュウ モ カタ アラ ショウガイシャ ヨウ ハッコウタイショウ トモナ チカテツ セイシンショウガイシャ ワリビキ ジュウライ ショウガイシャ ワリビキ ドウスイジュン ドウニュウ ジョウレイカイセイ ジッシ レイワ ネン ガツ ニチ テキヨウ		やや懸念あり ケネン		収支改善に寄与する営業割引運賃の見直しなどを進めても運送原価を賄う収入が得られない場合には、運賃のあり方を検討する必要があるが、市民の理解を得ていくことはもとより、議会の議決や監督官庁の認可までの事務手続きにも時間を要する。

ICカードに関するシステムや収入系システムの運用が複雑化しており、さらに機器の更新にあたっても多くの費用が生じる恐れがある。 シュウシ カイゼン キヨ エイギョウ ワリビキ ウンチン ミナオ スス ウンソウ ゲンカ マカナ シュウニュウ エ バアイ ウンチン カタ ケントウ ヒツヨウ シミン リカイ エ ギカイ ギケツ カントクカンチョウ ニンカ ジム テツヅ ジカン ヨウ		乗車券制度の棚卸を行い、割引施策等の見直し方針の検討・決定等を実施した。 ジョウシャケン セイド タナオロシ オコナ ワリビキ シサク トウ ミナオ ホウシン ケントウ ケッテイ トウ ジッシ		・運賃施策のロードマップを作成し、現行の乗車券制度を詳らかにし、今後の検討の方向性を整理した。
・地下鉄回数券の一部廃止を実施した（土休日割引回数券・昼間割引回数券、R6年3月31日をもって廃止）。
・地下鉄バス連絡定期券の廃止を決定した。 ウンチン シサク サクセイ ゲンコウ ジョウシャケンセイド ツマビ コンゴ ケントウ ホウコウセイ セイリ チカテツ カイスウ ケン イチブ ハイシ ジッシ ドキュウジツ ワリビキ カイスウケン ヒルマ ワリビキ カイスウケン ネン ガツ ニチ ハイシ チカテツ レンラク テイキケン ハイシ ケッテイ

						⑨		市営交通グループの連携強化								・連携強化と課題共有によるグループ経営の推進		経営管理課 ケイエイカンリカ		課題を整理し、協約策定を実施 カダイ セイリ キョウヤク サクテイ ジッシ		横浜交通開発株式会社の協約策定年度であったため、協約（令和６年度～９年度）を策定しました。 カイハツ キョウヤク サクテイ ネンド キョウヤク レイワ ネンド ネンド サクテイ						協約策定に向けた課題共有 キョウヤク サクテイ ム カダイ キョウユウ		６年度が協約策定年度となるため、その前段として課題の共有を実施した。 ネンド キョウヤク サクテイ ネンド ゼンダン カダイ キョウユウ ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）支出管理の徹底 シシュツ カンリ テッテイ

						①		バス・地下鉄業務の効率化 チカテツ ギョウム コウリツ カ				地下鉄設備・業務の効率化 チカテツ セツビ ギョウム コウリツ カ				・デジタル技術の活用を順次実施
・券売機設置台数102台（11台削減）
・有効活用スペース６か所増		★駅務管理所
★システム推進課
(鉄)営業課 エキム カンリ ショ スイシンカ		・駅業務用のタブレットを導入
　（導入状況：40駅＋駅務管理所＋システム推進課に計49台を導入済）

・券売機設置台数102台（11台削減）を実施
　有効活用スペース６箇所増加 ケンバイキセッチダイスウ ダイ ダイ サクゲン ジッシ ユウコウ カツヨウ カショゾウカ		・全駅の案内所にタブレット端末を配備し、旅客案内時の翻訳機能や地図情報の活用を開始した。
・eラーニングの実施に向けて、文字資料を映像に変換するための整理を行った。

【券売機削減駅】
　センター南、新横浜JR口、横浜１口、桜木町、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台、日吉、中山
【有効活用スペース増加駅】
　中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉 シンヨコハマ グチ ヨコハマ クチ サクラギチョウ ヒヨシ ナカヤマ ゾウカ エキ		順調 ジュンチョウ		特になし トク		・券売機設置：契約済み
・他、調整中 ケンバイキ セッチ ケイヤクズ ホカ チョウセイ チュウ		【券売機】現業部門と調整済み（センター南、仲町台、北新横浜、新横浜JR口、関内１口、蒔田２口、戸塚、立場、湘南台）（R6.9.30までに実施予定）
【有効活用】資産活用課と調整済み（中川、新横浜JR口、横浜２口、戸塚、踊場、日吉）（R6に契約、R6.9.30までに実施予定） ケンバイキ ゲンギョウブモン チョウセイズ ミナミ ナカマチダイ キタシンヨコハマ シンヨコハマ クチ カンナイ クチ マイタ クチ トツカ タテバ ショウナンダイ ユウコウ カツヨウ シサンカツヨウ カ ナカガワ シンヨコハマ クチ トツカ オドリバ ヒヨシ

												庶務事務の一元化 ショム ジム イチゲン カ				・庶務事務の一元化及びベテラン職員等の活用 ショム ジム イチゲンカ オヨ ショクイン トウ カツヨウ		人事課 ジンジカ		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化
・時間単位の休暇数管理のシステム化
・出退勤管理システムの導入 ジカンタンイ キュウカ スウ カンリ カ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		・令和５年度に引き続き、年末調整業務のWEB申告及び外部委託を実施した。
・これまで手計算していた時間単位の年次休暇の管理をシステム化した。各所属での計算・管理、人事課への報告等が不要になった。
・庶務事務システム対象外職場に、出退勤管理システムを導入した。 レイワ ネンド ヒ ツヅ ジッシ テ ケイサン ジカン タンイ ネンジ キュウカ カンリ カ カク ショゾク ケイサン カンリ ジンジカ ホウコク トウ フヨウ ショムジム タイショウガイ ショクバ シュッタイキン カンリ ドウニュウ		順調 ジュンチョウ				・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化の開始
・ベテラン職員の雇用（バス乗務員及びバス整備員、令和６年度～）		・年末調整業務のWEB申告化及び外部委託化を令和５年度に開始し、従来、職員が紙に記載した内容を各所属でチェックし、人事課で入力する作業が不要となり、超過勤務が減少した。
・高齢職員を主なターゲットとして会計年度任用職員の募集を行い、再任用期間を満了したバス乗務員及びバス整備員を令和６年度から雇用した。現役世代の人員不足をベテラン職員が補完する形となっている。 シンコクカ オヨ ガイブイタクカ レイワ ネンド カイシ ジュウライ ショクイン カミ キサイ ナイヨウ カクショゾク ジンジカ ニュウリョク サギョウ フヨウ チョウカキンム ゲンショウ コウレイショクイン オモ カイケイネンド ニンヨウショクイン ボシュウ オコナ サイニンヨウ キカン マンリョウ ジョウムイン オヨ セイビイン レイワ ネンド コヨウ ゲンエキセダイ ジンインブソク ショクイン ホカン カタチ

												バス運行管理システムの効率化				・バス運行管システムへのアクセス方法の拡充		システム推進課		証明書毎の接続サーバのコントロールを実施し、情報セキュリティの強化を実施。
BYOD利用の拡大を検討し、職員への利用範囲を拡大する。 ショウメイショ ゴト セツゾク ジッシ ジョウホウ キョウカ ジッシ リヨウ カクダイ ケントウ ショクイン リヨウハンイ カクダイ		クライアント証明書を事業部や所管毎にプロプロファイルを作成し、アクセス出来るサーバを制限することで、誤った情報更新や情報漏洩の危険性を未然に防止。 ショウメイショ ジギョウブ ショカンゴト サクセイ デキ セイゲン アヤマ ジョウホウコウシン ジョウホウロウエイ キケンセイ ミゼン フセ ト		順調 ジュンチョウ		事業部内での労務管理やBYODへの理解を高める取り組みを進める ジギョウブナイ ロウムカンリ リカイ タカ ト ク スス		試験運用中(個人端末への証明書配布) シケン ウンヨウ チュウ		・部内会議等での事業説明
・自動車本部管理職の個人端末への証明書配布 ブナイカイギ トウ ジギョウセツメイ ジドウシャホンブ カンリショク コジン タンマツ ショウメイショ ハイフ





５　人財育成の推進

		「市営交通 中期経営計画2023-2026」令和６年度の進捗状況について

				５　人財育成の推進 ジンザイ イクセイ スイシン																								【参考】 サンコウ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（１）先を見据えた人財の確保・育成 サキ ミス ジンザイ カクホ イクセイ

						①		市営交通を支える人財の確保に関する取組 シエイ コウツウ ササ ヒト ザイ カクホ カン トリクミ								・人物重視型の採用選考の実施
・交通局独自の採用の拡大 ジンブツ ジュウシガタ サイヨウ センコウ ジッシ コウツウキョク ドクジ サイヨウ カクダイ		人事課 ジンジカ		生産年齢人口の減少や2024 年問題に伴い、採用活動の困難さが増す中、優秀な人財を確保できるよう「人財確保大作戦」を立ち上げ、全職種で選考方法の見直しや待遇の改善を実施 ナカ ユウシュウ ジンザイ カクホ タ ア ゼンショクシュ センコウ ホウホウ タイグウ カイゼン ジッシ		・職員採用選考の見直しとして、全職種において公務員型試験を廃止し、民間と同様にSPI（適性検査）を導入した。さらにバス乗務員においては、年齢要件を緩和し、女性枠を新設した。
・交通局で働く魅力を広くＰＲするため、ブルーライン１編成の車内広告をすべてジャックしたアドトレインを運行した。 ゼンショクシュ コウムイン ガタ シケン ハイシ ミンカン ドウヨウ キョク ミリョク ヒロ		やや懸念あり ケネン		・地下鉄運輸職員・保守技術員の辞退率の改善
・バス整備員の人財確保
・バス乗務員の若手の採用 チカテツ ウンユショクイン ホシュ ギジュツイン ジタイリツ カイゼン セイビイン ジンザイ カクホ ジョウムイン ワカテ サイヨウ		・応募者数確保にとりわけ苦慮しているバス整備部門において、募集方法や待遇面での見直しを実施（その他の部門においても見直しを検討） オウボシャスウ カクホ クリョ セイビ ブモン ボシュウホウホウ タイグウメン ミナオ ジッシ ホカ ブモン ミナオ ケントウ		・令和５年９月からバス整備員の通年募集を開始。併せて初任給調整手当など、諸手当の増額を行い、採用困難職種であるバス整備員の確保を図った。
・オンライン選考による受験者負担の減や人物重視の選考方法の導入を通して、幅広い層の応募者確保・優秀な人材の採用を図るべく、適性検査（SPI）の実施検討を進めた。 レイワ ネン ガツ セイビイン ツウネン ボシュウ カイシ アワ ショニンキュウ チョウセイ テアテ ショテアテ ゾウガク オコナ サイヨウコンナンショクシュ セイビイン カクホ ハカ トオ ハバヒロ ソウ オウボシャ カクホ ハカ ジッシケントウ スス

						②		局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン								・局内教習制度の導入による大型二種免許の取得促進 キョクナイ キョウシュウ セイド ドウニュウ オオガタ ニシュ メンキョ シュトク ソクシン		運輸課 ウンユ カ		制度についての検討（費用等具体的な課題の抽出） セイド ケントウ ヒヨウ トウ グタイテキ カダイ チュウシュツ		令和６年度は大量採用した職員の教育を最優先に実施した。また、費用や人的資源等について検討を行い、課題の洗い出しを行った。 レイワ ネンド タイリョウ サイヨウ ショクイン キョウイク サイユウセン ジッシ		順調 ジュンチョウ				制度についての検討（全体像の把握） セイド ケントウ ゼンタイゾウ ハアク		制度導入に向けたルール作りの検討

						③		働きやすい環境の整備及び女性職員の積極的登用 ハタラ カンキョウ セイビ オヨ ジョセイ ショクイン セッキョクテキ トウヨウ				あらゆる職員が働きやすい環境の整備 ショクイン ハタラ カンキョウ セイビ				・女性職員用施設の整備
・事業所内保育施設等の導入検討
・多様な働き方に対応できる勤務体制への見直し ジョセイ ショクインヨウ シセツ セイビ ジギョウショ ナイ ホイク シセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ タイオウ キンム タイセイ ミナオ		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ジンジカ ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ ケンチクカ		・深夜勤務免除や時短希望する地下鉄運転士の仕業に関する検討や、泊まり勤務が難しい職員の配置先を整備
・子育てをテーマとしてランチミーティングを実施
・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施。
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了 コソダ ジッシ レイワ ネンド コウナン エイギョウショ ダイキボ カイシュウ ケイゾク ジッシ ジョセイ ショクイン ヨウ シセツ セイビ		（人事課）
【多様な働き方】
・昼休憩の時間を活用し、子育てをテーマとしたランチミーティングを実施。不規則な勤務体系ならではの悩み等について共有し、育児をする職員の情報交換の場とした。

（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者や時短勤務希望者の仕業は定数外として捉える考え方を次回ダイヤ改正時に導入することを計画中
・７月から遺失物センターを開始

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレの洋風便器（乾式）仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手

 ジンジカ ウンテンカ エキカン ケンチクカ カンリョウ カミナガヤエキ キホンケイカク カンリョウ セイビズ ショクインシセツ イガイ コウジ ケイゾク カミナガヤ シンゴウアツカ ジョ セッケイチャクシュ ニッパエキ チュウ カワワジョウムカンリショ セッケイチャクシュ		順調 ジュンチョウ		（運転課・駅管）
・深夜勤務免除希望者が増えた場合に対応する運転士の仕業が足りなくなる可能性があり、長期的に見るとまだ不十分と考える
・さらなる多様な働き方に対応できる勤務体制の整備が課題

（自・営業課）築50年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		【設備について】
・駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了
・女性用仮眠室確保のため賃貸物件を確保した。

【保育施設等の導入検討】
・多様な働き方の実現に向けた制度面・施設面での検討を実施

【多様な働き方】
・勤務体制の見直し実施
・ジェンダーレス制服の導入検討を実施
 セツビ エキ エイギョウショ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ キンムタイセイ ミナオ ジッシ		【設備について】
・女性施設の整備　
＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

【保育施設等の導入検討】
・事業所内保育施設に関する課題の整理をスタートさせ、多様な働き方の実現に向けた検討を行った。

【多様な働き方】
・現場からの意見を考慮しつつ、性別に左右されないジェンダーレス制服に関する検討を進めた。（人事課）
・日勤希望職員に対応可能な運転士の仕業を１仕業増やし２仕業とした。（川和乗務管理所）（運転課）
日勤で働ける職場の拡充の準備（駅務管理所） セツビ ヨウシキカ ケンチクカ ホイクシセツ トウ ドウニュウ ケントウ タヨウ ハタラ カタ

												女性職員の積極登用 ジョセイ ショクイン セッキョク トウヨウ				・女性職員の責任職への登用の推進 ジョセイ ショクイン セキニン ショク トウヨウ スイシン		人事課 ジンジカ		・昇任試験セミナーの実施
・女性技術職員座談会の開催 ショウニンシケン ジッシ		・昇任試験の受験者数増に向け、令和６年８月に昇任試験セミナーを実施。各職種の係長との座談会等を通じて、昇任に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。
・交通局で数少ない女性技術職員に焦点をあてた座談会を令和６年12月に開催。本座談会を通じて、女性技術職員ならではのキャリアやワーク・ライフ・バランスについて、改めて考えるきっかけとした。 ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ カクショクシュ カカリチョウ ザダンカイ トウ トオ タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ レイワ ネン ガツ		順調 ジュンチョウ				・職員の昇任意欲醸成のため、昇任試験セミナーを実施 ショクイン ショウニンイヨク ジョウセイ ショウニンシケン ジッシ		・本市係長試験の受験者数増に向け、令和５年５月に昇任試験セミナーを実施。質疑応答などを通して、「係長昇任」に対する不安や疑問の解消に努め、男女問わず昇任意欲の醸成を図った。 ホンシカカリチョウシケン ジュケンシャスウ ゾウ ム レイワ ネン ガツ ショウニンシケン ジッシ シツギオウトウ トオ カカリチョウショウニン タイ フアン ギモン カイショウ ツト ダンジョ ト ショウニンイヨク ジョウセイ ハカ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（２）意欲と能力を活かす制度の充実 イヨク ノウリョク イ セイド ジュウジツ

						①		業務プロセスの見直し								・業務プロセスの改善に向けた取組の推進		総務課 ソウムカ		・前年度に引き続き業務のペーパーレス化を推進し、前年度より印刷面数等を削減した。 ゼンネンド ヒ ツヅ ギョウム カ スイシン ゼンネンド インサツメンスウ ナド サクゲン		・前年度に引き続き本庁の複合機使用実績の可視化や、紙を使用しない業務手法を探すことを啓発する等、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 ゼン ネンド ヒ ツヅ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カミ シヨウ ギョウム シュホウ サガ ケイハツ ナド カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ		順調 ジュンチョウ				・事務決裁規程の見直しにより組織の意思決定の迅速化・業務効率化を推進した
・業務のペーパーレス化を推進した ジムケッサイキテイ ミナオ ソシキ イシケッテイ ジンソクカ ギョウムコウリツカ スイシン ギョウム カ スイシン		・各所属から意思決定の際の課題点をとりまとめ、各業務を所管する部門と調整を行い、事務決裁規程に定める専決区分の改正を実施した。
・執行伺の電子決裁化を実施した。（経営管理課）
・本庁の複合機使用実績の可視化や、ペーパーレス化に関する情報発信を実施した。 カクショゾク イシケッテイ サイ カダイ テン カク ギョウム ショカン ブモン チョウセイ オコナ ジムケッサイキテイ サダ センケツクブン カイセイ ジッシ シッコウウカガ デンシ ケッサイ カ ジッシ ケイエイカンリカ ホンチョウ フクゴウキ シヨウ ジッセキ カシカ カ カン ジョウホウ ハッシン ジッシ

						②		やりがいを感じられる交通局に向けた制度の推進 カン コウツウキョク ム セイド スイシン				働きやすさと働きがいを感じられる取組 ハタラ ハタラ カン トリクミ				・局内プロジェクトに基づく働きやすさ・働きがいの検討		人事課 ジンジカ		・各職種における局内選考の実施
・運転士の手当の見直し
・指導操縦者の手当を新設
・職員の住居手当の増額 カクショクシュ キョクナイ センコウ ジッシ ウンテンシ テアテ ミナオ シドウ ソウジュウシャ テアテ シンセツ ショクイン ジュウキョテアテ ゾウガク		・職員の昇格時期の短縮に向けて検討、協議を実施
・各種手当を見直し、職員のモチベーション維持につながることを期待している。
・併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。 ショクイン ショウカク ジキ タンシュク ム ケントウ キョウギ ジッシ カクシュ テアテ ミナオ ショクイン イジ キタイ		順調 ジュンチョウ				・過年度から進めてきたバス整備員のキャリアパスに関する検討を踏まえ、「整備主任者」「職長」に係る選考を実施 カネンド スス セイビイン カン ケントウ フ セイビシュニンシャ ショクチョウ カカ センコウ ジッシ		・従前の選任制を改め、「整備主任者」「職長」を選考によるものとし、キャリアパスを整理。併せて転表制度によるベースアップを進める中で、若手職員の意欲的なキャリア形成に繋がることを期待している。

												マスタードライバー制度の活用による人財育成 セイド カツヨウ ジンザイイクセイ				・プラチナマスタードライバー12名、ゴールドマスタードライバー100名
・教官へのキャリアパス制度の導入 メイ メイ キョウカン セイド ドウニュウ		★運輸課
人事課 ウンユ カ ジンジカ		・ゴールドマスタードライバー46名、シルバー113名、ノーマル51名、計210名を任命。
・プラチナについてはR7が制度上の誕生年になるため、各営業所における円滑な取り組み開始に向けて具体的な業務内容を検討した。
・キャリアパス制度については、プラチナマスタードライバーの業務内容との関連を視野に継続検討している。 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ セイドジョウ タンジョウネン カクエイギョウショ エンカツ ト ク カイシ ム グタイテキ ギョウムナイヨウ ケントウ セイド ギョウムナイヨウ カンレン シヤ ケイゾク ケントウ		・営業所におけるマスタードライバー制度の運用状況とともに、プラチナマスタードライバーに任せたい業務などについて全営業所ヒアリングを実施した。
・プラチナマスタードライバーの業務内容検討に関連し、営業所におけるプラチナマスタードライバーを中心とした制度運用についてより具体的なイメージを持ち、営業所と共有を図ることで制度活用を推進した。 エイギョウショ セイド ウンヨウジョウキョウ マカ ギョウム ゼンエイギョウショ ジッシ ギョウムナイヨウケントウ カンレン エイギョウショ セイド ウンヨウ グタイテキ モ エイギョウショ キョウユウ ハカ セイド カツヨウ スイシン		やや懸念あり ケネン		制度自体が熟成段階に入り非常に高度化、複雑化している中、公平な制度設計、運用が必要であることが課題となっている。 セイドジタイ ジュクセイダンカイ ハイ ヒジョウ コウドカ フクザツカ ナカ コウヘイ セイド セッケイ ウンヨウ ヒツヨウ カダイ		ゴールドマスタードライバー（GMD)37名、シルバーマスタードライバー（SMD)149名、マスタードライバー（MD)37名の計223名を任命 メイ メイ メイ ケイ メイ ニンメイ		・マスタードライバー制度におけるGMD誕生年度となるため、特にGMDについては、GMDを対象とした研修や、営業所におけるGMDを中心とした研修を実施するなど、制度趣旨を踏まえた取り組みを進めた。また、令和７年度から誕生するプラチナマスタードライバー（PMD)およびGMDの特殊勤務手当の増額（令和６年度以降)により、意欲向上を図った。

						③		職場マネジメント力、人財マネジメント力の向上								・マネジメント力の向上に向けた研修の実施
・ハラスメントの根絶に向けた取組		人事課
安全教育センター		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
対象：約180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　約180名
　内容：総務部長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）約260名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全14回
③対象：現業職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ ヤク メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ ヤク メイ ソウムブチョウ ヤク メイ ギョウ		やや懸念あり ケネン		ハラスメントの相談件数は、令和４年度以降、わずかながら減少傾向にあるが、ハラスメントの実態について、研修後のアンケート（現業職員対象）によると約７割が「ハラスメントは存在していると思う」と回答しており、この割合はここ数年横ばいとなっている。ハラスメント根絶に向け、引き続き研修等を通じて、マネジメント力の向上とハラスメントに対する知識および理解を深めていく必要がある。そのためには、外部講師も検討する余地があると考えるが、質の高い講師の選定と、予算確保が課題となる。 ジッタイ ケンシュウゴ ゲンギョウショクインタイショウ ヤク ワリ ソンザイ オモ カイトウ ワリアイ スウネン ヨコ コンゼツ ム ヒ ツヅ ケンシュウ トウ ツウ リョク コウジョウ タイ チシキ リカイ フカ ヒツヨウ ガイブコウシ カンガ		・課長級以下の責任職に対し、マネジメント研修を実施した。
・全職員を対象に、人権啓発研修の一環としてハラスメントをテーマとした研修を実施した。		【マネジメントの向上に向けた研修の実施】
・課長級以下の全責任職に対し、局長講話、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。
参加人数：180名　実施回数：課長級２回、係長級７回　
・責任職マネジメント研修では、課長級以下の全責任職に対し、局長講話のほか、人事課長によるマネジメントに関する講話を実施した。

【ハラスメントの根絶に向けた取組（人権啓発研修内で実施）】
①対象：全責任職　179名
　内容：人事課長によるハラスメントに関する講和
　手法：集合研修　全７回
②対象：本庁職員（責任職を除く）217名
　内容：共通資料を使用
　手法：責任職による研修　全13回
③対象：現場職員（責任職を除く）
　内容：共通資料を使用
　手法：定期教育等、現場の研修の中で実施
・人権研修において、全責任職を対象に人事課長によるハラスメントに関する講話を実施、その他全職員を対象としてはハラスメントをテーマに研修を実施した。 コウジョウ ム ケンシュウ ジッシ サンカニンズ メイ ジッシカイスウ カチョウキュウ カイ カカリチョウキュウ メイ

						④		高齢職員の意欲と能力を活かす取組								・高齢職員の活躍の場の創出		人事課 ジンジカ		・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討
・一部職域における暫定再任用の役割の見直しを実施 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ イチブ ショクイキ ザンテイ サイニンヨウ ヤクワリ ミナオ ジッシ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。
・再任用後も助役助役補のまま勤務できるよう見直しを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ サイニンヨウ ゴ ジョヤク ジョヤクホ キンム ミナオ ジッシ		順調 ジュンチョウ				・定年延長に伴い、新たに設けられた「キャリアスタッフ」としての活用方法を検討 テイネンエンチョウ トモナ アラ モウ カツヨウホウホウ ケントウ		・「キャリアスタッフ」の位置付けを踏まえた上で、事業部ごとに人財の活用方法や配置先を検討。責任職の在籍状況や年齢分布を考慮した中長期的な見通しに基づくシミュレーションを実施した。 イチヅ フ ウエ ジギョウ ブ ジンザイ カツヨウ ホウホウ ハイチ サキ ケントウ セキニン ショク ザイセキ ジョウキョウ ネンレイ ブンプ コウリョ チュウチョウキテキ ミトオ モト ジッシ

				事業 ジギョウ										事業目標 ジギョウ モクヒョウ				所管課 ショカン カ		Ｒ６時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ６の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ		事業目標に向けた見通しが
順調かどうか
【順調、やや懸念あり、懸念あり】 ジギョウモクヒョウ ム ミトオ ジュンチョウ ジュンチョウ ケネン ケネン		事業目標に向けて具体的な課題
（あれば記載してください） ジギョウ モクヒョウ ム グ カラダ テキ カダイ キサイ		Ｒ５時点の進捗状況 シンチョク ジョウキョウ		Ｒ５の具体的な取組
※公表しない コウヒョウ

														計画策定時点
(定量目標のみ記載） ケイカク サクテイ ジテン		Ｒ８到達目標 トウタツ モクヒョウ

				（３）全ての職員が働きやすい職場環境の整備 スベ ショクイン ハタラ ショクバカンキョウ セイビ

						①		安心して働ける職場づくり								・老朽化した職員用施設・設備の
　計画的な刷新		人事課
運転課
駅務管理所
(自)営業課
建築課 ウンテンカ エキムカンリショ ジ エイギョウカ		・令和５年度から港南営業所の大規模改修を継続して実施
・港南営業所・浅間町営業所・本牧営業所において老朽化した食
　堂設備のリニューアルの実施
・上永谷（基地信号扱所含む）、新羽、川和乗務管理所改良工事
　に向けて現場ヒアリングの継続実施と内部調整
・女性職員用施設の整備
　駅：15/40駅、営業所：8/10営業所、乗務管理所・保守管理
　所・総合司令所：5/7完了 ジッシ ケイゾク ナイブ チョウセイ		（人事課）
浅間町営業所　壁紙張替・床清掃・ブラインド交換・給湯機器の更新
　　　　　　　机・椅子の更新・テレビ壁掛け・掲示板設置
港南営業所　　机・椅子の更新・給湯機器の更新・テレビ壁掛け
　　　　　　　棚の更新
本牧営業所　　机・椅子の更新

（運転課・駅管）
・改良工事に向けて、関係各所との打ち合わせ会議に参加し設計プラン作成に現場からの要望を取り入れた。
・駅大規模改良工事を進めるにあたり、関係部署と十分に調整したうえで推進した。

（自・営業課）
女性施設の整備　
＜主な改修内容＞
・女性用休憩室の整備
・ユニットシャワーの新設（港南営業所）
・トイレを洋風便器、乾式床に仕様変更（緑営業所・港南営業所）
　（保土ケ谷営業所「一部更新済み」)

（建築課）
・港南中央駅工事完了、上永谷駅基本計画完了、港南営業所整備済（職員施設以外は工事継続）、上永谷信号扱所設計着手、新羽乗務管理所・新羽駅設計中、川和乗務管理所設計着手、新羽保守管理所・総合司令所設計着手 ジンジカ ウンテンカ エキカン ジ エイギョウカ		やや懸念あり ケネン		（人事課）福利厚生の一環として、厚生会事業の中で食堂の什器の更新等を行っているが、厨房内の設備の更新や壁紙の張替などは大規模改修の時期に合わせないと困難なことがあった。
今後は、設計段階の打ち合わせから参加し、大規模改修時期に合わせた対応も検討していく必要がある。

（自・営業課築）0年以上経過している営業所もあり、益々施設の老朽化が進み職場環境の悪化が懸念される。 ジ エイギョウカ		駅：14/40駅、営業所：7/10営業所、乗務管理所・保守管理所・総合司令所：5/7完了		＜主な改修内容＞女性用休憩室の整備/ユニットシャワーの新設/トイレの洋式化
・上永谷保守管理所工事完了、港南中央駅工事着手、港南営業所工事着手、新羽乗務管理所設計着手（建築課）

・職員が安心して働ける職場環境の実現の取り組みのひとつとして、上永谷乗務管理所（基地信号扱所含む）・新羽乗務管理所・川和乗務管理所からヒアリングを行った。（運転課）
・開業以来、一度も更新されておらず劣化の進んでいた職員用ロッカーを更新、建築課と工事計画を共有（駅務管理所）
・現場所属の休憩スペースに関する職員の声などを基に、什器の更新等を進め、業務に気持ち良く向き合えるような執務スペースの確保を進めた。（人事課）
 ヨウシキ カ ケンチクカ ウンテンカ エキムカンリショ ジンジカ

						②		あらゆる場面におけるデジタル技術の活用								・デジタル技術の積極的な活用に
　よる業務の効率化、省力化		システム推進課
経営管理課
人事課 スイシンカ ケイエイカンリカ ジンジカ		・現場や出張先などから、局内ネットワークが利用できるモバイ
　ルアクセス環境の導入
・本庁打合せスペースへのモニタ導入
・経理業務の一部電子化を実施
・採用管理システムを導入 ゲンバ シュッチョウ サキ キョクナイ リヨウ カンキョウ ドウニュウ ウチアワ ドウニュウ		（システム推進課）
【モバイルアクセス環境の導入】
場所を選ばす組織を越えて連携できる新しい働き方「Link-Up! YOKOHAMA」の実現に向けて、現場や出張先などから局内ネットワークが利用できるモバイルアクセス環境（moconavi）を導入した。
利用者数は3月末時点で約450名。
【本庁打合せスペースへのモニタ導入】
打合せスペースに共用モニターを設置し、打合せ時のペーパレスを推進した。
大会議室横打合せスペース：5台
南北応接相談室：2台
（経営管理課）
経理業務の電子化においては、検査調書の電子化、各課契約の電子化を実施した。
（人事課）
令和６年３月より、採用管理システム（i-web）を用いてバス整備員（資格取得見込み者）の募集を開始した。本システムを用いた適性検査（ＳＰＩ）との自動連携機能の活用や評定入力作業の時間削減を通じて、選考期間の短縮に繋がることを期待している。 スイシンカ キョクナイ ドウニュウ シャ スウ ヤク ガツ マツ ジテン メイ ウチアワ キョウヨウ セッチ ウチアワ ジ スイシン ケイエイカンリカ ジンジ カ		順調 ジュンチョウ		）		・チャットツールの導入済
・経理業務の一部電子化を実施
・RPAロボットを活用し、業務の効率化を推進 ドウニュウ スミ		【チャットツールの導入】
「SKYPE利用停止」に伴い、「Rocket.Chat」を導入した。研修を３回実施し、推進定着を図った。利用者数は50％程度で増加傾向。

【経理業務の一部電子化を実施】
経理業務の電子化においては、調定書決裁の電子化、及び、振込先口座未登録業者への口座振替払依頼書を廃止しデータで入力できるように改善した。

【その他】
デジタル統括本部が推奨しているRPAロボットを活用し、「過重労働対象者所属別リスト作成」に係る業務を自動化。ヒューマンエラーが介在する余地をなるべく少なくすると共に、作業時間の短縮に繋げることができた。 トモナ ドウニュウ ケンシュウ カイジッシ スイシン テイチャク ハカ リヨウシャスウ テイド ゾウカケイコウ タ
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